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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ



■ 鹿屋市ホームページ
 http://www.e-kanoya.net/
■ 鹿屋市公式 facebook
 https://www.facebook.com/
 Kanoya.City
■ 鹿屋市ラジオ広報番組
 ＦＭかのや（77.2MHz）
 （月～金曜日、8：05～と16：05～）

映画情報
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ひと・まち・産業が躍動する「健康・交流都市 かのや」

鹿屋市広報

統計情報

市の花　ばら

◎上映時間（126分）
　①10時～　②13時～　③16時～　④19時～

◎鑑賞料
　一般／ 1,800円　大学生／ 1,500円 
　高校生以下／ 1,000円　60歳以上／ 1,000円

問リナシティかのや　☎0994-35-1001

第13回文化庁メディア芸術祭マンガ部
門優秀賞を受賞した同名コミックを劇場
アニメ化。第二次世界大戦中の広島県呉
市を舞台に、ある一家に嫁いだ主人公が
前向きに生きていこうとする姿を描く。
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特
別
割
引
券

割
引
券
を
お
持
ち
の
人
は
30
0円

（
高
校
生
以
下
は
20
0円
）を
割
引し
ま
す
。

※
60
歳
以
上
の
人
は
割
引
対
象
外
で
す
。

この世界の片隅に

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

この
世
界
の
片隅
に

〜
１ 27金
上映中

27 大人の社会見学
鈎引き祭

06 特集
平成27年度決算を報告します

10 街フォトスクラップ

23 まちの保健室

18 情報掲示板

市民のひろば24

25 マチロク、
地域おこし協力隊かのや活動レポート

明日への扉

小瀧 尚弘 さん
03

14 市県民税の申告は最寄りの会場で!!

04 新年のごあいさつ

16 民生委員・児童委員、主任児童委員の紹介

スポットライト26

103,311人
49,380人
53,931人
45,243世帯
448.33㎢ 

平成28年12月１日現在（前月比）
・人口／
・男性／ 
・女性／
・世帯／
・面積／

（＋ 53）
（＋ 62）
（－ 　9）
（＋ 74）

いろは
鮮やかな赤と中心・裏弁の白が作り出す
コントラストが特徴。秋にもよく咲き、
日本のバラならではの趣のある風情は、
和風の庭園にもマッチします。

ⒸアフロスポーツⒸアフロスポーツ

今月のカバー

竹灯
とうろう

籠
池園町の田んぼに立つ竹灯籠。昨年12
月、地元有志グループが池園町公民館
で開催した「西俣竹灯籠祭り」に合わ
せて飾られたもの。幻想的で風情のあ
る灯
ともしび

火です。（Ｐ26に紹介記事）



Ⓒアフロスポーツ
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１
月
30
日（
月
）９
時
５
分
か
ら（予定）

Ⓒアフロスポーツ

　

小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
は

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
長
身
で
、
足

も
速
い
ほ
う
だ
っ
た
の
で
、
中
学
３
年
の
時

に
は
、
サ
ッ
カ
ー
で
の
高
校
進
学
の
話
も
あ

り
ま
し
た
が
、
正
直
、
サ
ッ
カ
ー
を
続
け

る
か
ど
う
か
迷
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
私
の
迷
い
に
真
剣
に
向
き
合
っ
て
く
れ
た

の
が
、サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
問
の
先
生
で
し
た
。

　

３
年
生
の
ク
ラ
ス
の
担
任
で
も
あ
っ
た
先

生
は
、
中
学
時
代
に
サ
ッ
カ
ー
部
、
高
校
時

代
に
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
た
経
験
か
ら
、

私
に
も
ラ
グ
ビ
ー
を
薦
め
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
後
日
、
先
生
に
誘
わ
れ
て
鹿
児
島

実
業
高
校
を
訪
問
。
そ
こ
で
１
日
だ
け
、
ラ

グ
ビ
ー
部
の
練
習
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た

の
で
す
。
初
め
て
の
練
習
で
し
た
が
、
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。こ
の
時
、

ラ
グ
ビ
ー
へ
の
転
向
を
決
心
し
ま
し
た
。

　

高
校
か
ら
始
め
た
ラ
グ
ビ
ー
で
し
た
が
、

監
督
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
も
支
え
ら
れ
、

３
年
連
続
で
「
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」（
通
称
・
花
園
）
に

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
高
校
日
本

代
表
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
充
実
し
た
高
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で

も
一
番
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
３
年

生
の
時
に
花
園
で
23
年
ぶ
り
に
初
戦
を
突

破
し
た
こ
と
で
す
ね
。

　

卒
業
後
は
、
当
時
大
学
選
手
権
２
連
覇

中
だ
っ
た
帝
京
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

大
学
で
は
１
年
生
の
時
か
ら
公
式
戦
に
レ

ギ
ュ
ラ
ー
出
場
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

毎
年
、
大
学
選
手
権
に
出
場
し
、
い
ず
れ

も
優
勝
。
大
学
選
手
権
６
連
覇
に
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
東
芝
ブ
レ
イ
ブ
ル
ー

パ
ス
に
加
入
。
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
は
全
10

試
合
に
出
場
し
、
う
ち
９
試
合
で
先
発
出

場
し
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
昨

シ
ー
ズ
ン
は
自
分
の
強
み
を
見
せ
る
こ
と

が
で
き
た
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

新
人
賞
受
賞
も
チ
ー
ム
が
支
え
て
く
れ
た

お
陰
。
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
入
社
２
年
目
に
は
国
際
大
会
に

日
本
代
表
と
し
て
初
出
場
し
た
ほ
か
、
国

際
リ
ー
グ
で
あ
る
「
ス
ー
パ
ー
ラ
グ
ビ
ー
」

の
日
本
代
表
チ
ー
ム
に
メ
ン
バ
ー
入
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
今
シ
ー
ズ

ン
は
、
な
か
な
か
良
い
結
果
が
出
せ
ず
、

現
在
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
原
点
は
や
は
り
鹿
児
島
・
鹿
屋
。

昨
年
11
月
の
鴨
池
陸
上
競
技
場
で
の
試
合

で
は
熱
い
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地

元
の
応
援
は
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　

格
闘
技
と
も
称
さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
の
魅

力
は
、「
激
し
い
ぶ
つ
か
り
合
い
」
と
「
仲

間
の
た
め
に
体
を
張
る
自
己
犠
牲
の
精

神
」。
そ
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
る

た
め
、
日
本
で
開
催
さ
れ
る
２
０
１
９
年

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
は
日
本
代
表
と
し
て

必
ず
出
場
し
ま
す
！ 

皆
さ
ん
、
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

身長194cm、体重110㎏の堂々たる体格の小瀧さんのポジ
ションはロック。ボールを空中で奪い合う役割があることか
ら、チームで最も背の高い選手がつく傾向がある。「空中の
仕事人」とも言われる。

�������	
���������	
��
������������������������

No.26

����

�

平成４年鹿屋市生まれ。大姶良中学校卒業後、ラグビー強豪校の鹿児島
実業高校、帝京大学へと進学。平成27年東芝に入社。ラグビー「トッ
プリーグ」2015-2016シーズンでは全公式戦に出場し、同シーズンの
「新人賞」を受賞。東京都在住。（24歳）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
昨
年
、
市
政
に
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
、
ご
協

力
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
熊
本
地
震
や
台
風

な
ど
大
規
模
な
災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
本
市
で

は
熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
地
へ
の
協
力
・
支
援
と

し
ま
し
て
、
大
隅
半
島
４
市
５
町
で
復
興
支
援

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
飲
料
水
や
食
料
品
等
の

物
資
搬
送
を
行
っ
た
ほ
か
、
市
職
員
を
派
遣
し
、

罹り
さ
い災

証
明
発
行
、
漏
水
調
査
、
健
康
相
談
な
ど
の

業
務
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
に
襲
来
し
た
台
風
16
号
で
は
、
家
屋
や
道

路
、
橋
り
ょ
う
を
は
じ
め
、
多
く
の
農
地
、
農
畜

水
産
物
に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
は
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
国
や
県
と
連
携
し
、
復

旧
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
合
併
10
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

の
年
を
迎
え
た
こ
と
や
、
霧
島
ヶ
丘
公
園
に
九

州
初
と
な
る
全
国
丼
サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
、
産
学

官
民
に
よ
る
県
内
初
の
自
転
車
競
技
プ
ロ
チ
ー

ム「
Ｃシ

エ

ル

Ｉ
Ｅ
Ｌ 

Ｂブ

ル

ー

Ｌ
Ｅ
Ｕ 

鹿
屋
」
の
発
足
、
そ
し

て
こ
の
チ
ー
ム
か
ら
塚
越
さ
く
ら
選
手
が
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
な
ど
、

明
る
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
鹿
屋
・
大
隅
地
域
の
将
来
に
と
っ
て
、
こ

こ
５
年
か
ら
10
年
が
極
め
て
重
要
な
時
期
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
昨
年
は

「
市
民
の
声 

直
行
便
」、「
市
長
と〝
本
気
〞
で
語
ろ

う
会
」に
加
え
、「
高
校
生
議
会
」と「
市
政
報
告
会
」

Kanoya City Public Relations  4
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を
初
め
て
開
催
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
と
行
政

と
の
双
方
向
の
対
話
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
は
、
で
き
る
限
り
一

つ
で
も
多
く
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的

確
に
対
応
し
、
人
口
減
少
が
続
く
中
で
、
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
形

成
し
て
い
く
た
め
、
２
０
６
０
年
に
９
万
人
程
度

の
人
口
維
持
を
目
標
に
掲
げ
た「
鹿
屋
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
及
び「
鹿
屋
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、「
安

心
・
安
全
に
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
」「
充
実
し

た
教
育
や
福
祉
環
境
づ
く
り
」「
働
く
場
の
確
立

と
拡
大
」
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
夢
や
希
望

を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
実
効
性
の
高
い
施
策
・
事
業
を
重
点
的
に
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
、「
丁
ひ
の
と
と
り酉

」で
す
。こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
仕
事
や
挑
戦
し
て
き
た
こ
と
へ
の
結
果
が

得
ら
れ
る
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
市
民
の

皆
様
と
の
対
話
を
通
し
て
、〝
市
民
が
主
役
の
明

る
い
未
来
〞
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
種
を

蒔ま

き
、
枝
葉
の
出
て
き
た
事
業
を
太
い
幹
へ
と
成

長
さ
せ
る
べ
く
、
今
年
は
そ
の
集
大
成
と
し
て
、

次
世
代
を
見
据
え
た
施
策
を
加
速
的
に
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

２
０
１
７
年
が
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

大塚山公園から見た日の出5  Kanoya City Public Relations



　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
決
算
が
、
市
議
会
12
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
財
政
課
（
３
階
）　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
６

平
成
27
年
度 

決
算 

を
報
告
し
ま
す

　都市計画税は、都市計画法に基づいて行う都市計画事
業、または土地区画整理法に基づいて行う土地区画整理
事業の費用に充てるため、都市計画区域内の土地や家屋
の所有者に対して課税される目的税です。
　平成 27年度の都市計画税は、４億 2,825 万円で、主
に街路事業や都市公園整備、区画整理、下水道事業等の
ため過年度に借り入れた市債償還金の財源の一部として
活用しています。

■都市計画税の使われ方

　平成 26 年４月１日からの消費税率（国・地方）
引き上げに伴う、地方消費税交付金の増収分は、そ
の使途を明確化し、社会保障に要する経費に充てる
ものとされています。
　平成 27年度地方消費税交付金のうち引き上げ分
の 8億 1,121 万円については、子ども医療費助成
や幼稚園・保育所等給付費など、子ども・子育てに
関する事業の財源の一部として活用しています。

■地方消費税増収分の使われ方

■一般会計歳入決算の内訳

▼
市
税
＝
市
民
税
や
固
定
資
産

税
な
ど
市
に
納
め
ら
れ
た
税

金
▼
繰
入
金
＝
事
業
の
目
的
に

沿
っ
て
積
み
立
て
て
お
い
た

基
金
を
取
り
崩
す
も
の

▼
地
方
交
付
税
＝
地
域
に
よ
っ

て
地
方
税
の
収
入
額
に
差
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
間
の

財
政
力
の
不
均
衡
を
是
正
し
、

必
要
な
財
源
を
保
障
す
る
た

め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
資

金
○
普
通
交
付
税

＝
１
２
２
億
６
，
９
６
４
万
円

○
特
別
交
付
税

＝
13
億
６
，
０
３
１
万
円

▼
国
庫
支
出
金
＝
市
が
行
う
特

定
の
事
業
に
対
し
て
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
た
も
の

▼
市
債
＝
市
が
建
設
事
業
や
災

害
復
旧
事
業
な
ど
を
行
う
と

き
、
財
源
と
な
る
借
入
金

▼
県
支
出
金
＝
市
が
行
う
特
定

の
事
業
に
対
し
て
、
県
か
ら

交
付
さ
れ
た
も
の

▼
民
生
費
＝
高
齢
者
福
祉
、
医

療
、
保
育
費
な
ど
に
使
わ
れ

た
お
金

▼
総
務
費
＝
地
域
振
興
な
ど
に

使
わ
れ
た
お
金

財
政
用
語
集

一般会計
歳 入

493億8,366万円
（100.0％）

繰越金
15億8,291万円（3.2％）

使用料・手数料
7億8,553万円（1.6％）

分担金・負担金
6億1,369万円（1.2％）

諸収入
5億1,919万円（1.1％）

その他
9億9,670万円（2.0％）

自主財源
168億6,256万円
（34.1％）

依存財源
325億2,110万円
（65.9％）

市債
40億6,240万円
（8.2％）

県支出金
39億1,820万円（7.9％）

地方消費税交付金
19億5,340万円（4.0％）

地方譲与税 4億8,077万円（1.0％） その他
6億1,710万円（1.3％）

繰入金
19億7,639万円（4.0％）

市税
103億8,814万円（21．0％）

地方交付税
136億2,995万円
（27.6％）

国庫支出金
78億5,927万円
（15.9％）

市 民 税 44億7,527万円
固定資産税 43億9,834万円
軽自動車税 3億   933万円
た ば こ 税 7億7,695万円
都市計画税 4億2,825万円
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　財政事情を分かりやすく
理解してもらうために、決算
額を 10 万分の 1にして、家
計簿に置き換えました。

財政事情を家計簿に例えると…

一家庭のひと月の収入を
494,000円としています。

民生費
184億5,179万円
（38.7％）

総務費
47億1,576万円
（9.9％）

公債費
45億8,517万円
（9.6％）

教育費
48億7,737万円
（10.2％）

土木費
29億3,037万円
（6.1％）

農林水産業費
25億2,483万円
（5.3％）

消防費ほか
68億4,740万円
（14.3％）

一般会計
歳 出

477億3,564万円
（100.0％）

■一般会計歳出決算の性質別内訳

※ 平成 27 年度地方財政状況調査の性質別分類に基づき作成しています。

区　　分 平成 27年度
決算額 構成比

義務的経費

人件費 63億7,384万円 13.4％
扶助費 127億2,446万円 26.7％
公債費 45億8,517万円 9.6％

小　計 236億8,347万円 49.7％

投資的経費
普通建設事業費 54億9,740万円 11.5％
災害復旧事業費 2億1,082万円 0.4％

小　計 57億822万円 11.9％

その他経費

物件費 58億1,421万円 12.2％
維持補修費 2億5,481万円 0.5％
補助費等 38億3,067万円 8.0％
積立金 31億3,553万円 6.6％
投資及び出資金 135万円 0.0％
貸付金 3,159万円 0.1％
繰出金 52億7,579万円 11.0％

小　計 183億4,394万円 38.4％

合　計 477億3,564万円 100.0％

　（　　）内は市の性質区分

支 出

食費　　　　　　　　　 　 （人件費） 64,000円
医療・教育費　　　　　　  （扶助費） 127,000円
ローンの返済　　　　　　  （公債費） 46,000円
家の増改築　　　  （普通建設事業費） 55,000円
自然災害による家の補修費
　　　　　　　　  （災害復旧事業費） 2,000円

光熱水費、日用雑貨　　　  （物件費） 58,000円
家や車の修繕費　　　  （維持補修費） 3,000円
町内会、サークル会費　  （補助費等） 38,000円
預貯金　　　　　　　　　  （積立金）

32,000円株式投資　　　　  （投資及び出資金）
知人に貸したお金　　　　  （貸付金）
子どもへの仕送り　　　　  （繰出金） 53,000円

　　　　　　支出合計 477,000円

収 入
　（　　）内は市の収入科目

給料　　　　　　　　　　　　（市税） 104,000円

家賃収入などの雑収入
（使用料、手数料など） 29,000円

預貯金の取崩し　　　　　　（繰入金） 19,000円

前月収入の残り　　　　　　（繰越金） 16,000円

使い道の決められた親からの援助
（国庫・県支出金） 118,000円

自由に使える親からの援助
（地方交付税、譲与税など） 167,000円

家の増改築のための借入　　　（市債） 41,000円

　　　　　　収入合計 494,000円

翌月への繰越 16,000円

■一般会計歳出決算の目的別内訳

▼
公
債
費
＝
過
去
の
借
入
金
の

返
済
に
使
わ
れ
た
お
金

▼
教
育
費
＝
学
校
施
設
の
維
持

管
理
・
整
備
や
学
校
教
育
及

び
生
涯
学
習
な
ど
に
使
わ
れ

た
お
金

▼
土
木
費
＝
道
路
や
公
営
住
宅

な
ど
の
管
理
・
整
備
に
使
わ

れ
た
お
金

▼
農
林
水
産
業
費
＝
農
道
整
備

や
農
林
水
産
業
振
興
等
に
使

わ
れ
た
お
金

▼
衛
生
費
＝
保
健
衛
生
や
ご
み

処
理
な
ど
に
使
わ
れ
た
お
金

▼
消
防
費
ほ
か
＝
消
防
、
災
害

対
策
や
基
金
積
立
、
商
工
業

振
興
、
議
会
運
営
な
ど
に
使

わ
れ
た
お
金

※端数処理のため、性質区分の合計と支出合計は一致しません

衛生費
28億294万円
（5.9％）
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■市民１人当たりの決算額と主な事業 市民１人当たり459,713円のお金が使われました。

民生費 教育費 総務費 公債費
決算額 177,698円  （38.7%） 46,971円  （10.2%） 45,415円  （9.9%） 44,157円  （9.6%）

主
な
事
業

子ども、高齢者、障害者の
福祉増進などに
◆ 幼稚園・保育所等給付費
◆ 地域子ども・子育て支援事業
◆  配偶者暴力相談支援セン
ター事業

学校の管理運営や教育振興
などに
◆ 小・中学校耐震化促進事業
◆ 小・中学校施設整備事業
◆ かのや英語大好き事業 

自治振興や選挙などに
◆ 町内会経費
◆ ふるさと納税促進事業
◆ 総合交通対策事業

これまでの施設整備などで
借りたお金の返済に

土木費 衛生費 農林水産業費 消防費
決算額 28,221円  （6.1%） 26,993円  （5.9%） 24,315円  （5.3%） 19,492円  （4.2%）

主
な
事
業

道路、公園、市営住宅の整備
推進に
◆ 都市公園等維持管理経費
◆ 道路整備、維持、修繕
◆ 市営住宅維持管理改善事業

ごみ、し尿の処理、健康管理
などに
◆ ごみ収集委託事業
◆ 小型合併処理浄化槽設置補助
◆ 妊産婦・乳幼児健康診査事業

農林水産業振興などに
◆ 農業商社モデル事業
◆ 農業・農村サポート事業
◆ 食の魅力発信事業

消防や救急業務などに
◆  防災・行政情報伝達システム
　 整備事業
◆ 消防施設管理経費
◆ 危険空家適正管理促進事業

商工費 議会費 労働費 その他の経費
決算額 10,430円  （2.3%） 3,142円  （0.7%） 652円  （0.1%） 32,227円  （7.0%）

主
な
事
業

商工業振興、観光振興に
◆ 企業誘致推進事業
◆ 地域６次産業化推進事業
◆ 中小企業資金利子補給金事業

議員の報酬や 議会の運営に
◆ 議会経費

雇用対策などに
◆ シルバー人材センター事業
◆ 勤労者サービスセンター事業
◆ 地域雇用創造事業

災害復旧や預貯金に
◆ 市道・農道などの災害復旧
◆ 財政調整基金などの基金積立

　※金額は、歳出決算額を、平成28年3月31日現在の人口103,838人で割ったものです。

■補助金の状況

　平成27年度補助金の歳出決算額は15億6,398万円で、次の事業等に支出されています。

区　分 金　額 内　　　訳

議 会 費 602万円 政務活動費

総 務 費 1億1,661万円 総合交通対策事業（7,526万円）、町内会活性化推進事業（1,841万円)など

民 生 費 1億9,053万円 地域子ども・子育て支援事業（4,532万円)、社会福祉協議会運営補助事業（8,543万円)など

衛 生 費 2億1,381万円 小型合併処理浄化槽設置（1億9,791万円)、救急医療施設運営補助事業（1,210万円)など

労 働 費 4,012万円 シルバー人材センター事業（2,201万円）、勤労者サービスセンター事業（1,370万円）など

農林水産業費 3億5,887万円 活動火山周辺地域防災営農対策事業（1億645万円）、ニューファーマー育成事業（4,731万円）など

商 工 費 3億7,627万円 かのやプレミアム商品券発行事業（1億9,724万円）、企業誘致推進事業（4,000万円）など

土 木 費 5,549万円 住宅リフォーム助成事業（4,952万円）など

消 防 費 1,409万円 危険空家適正管理促進事業（1,398万円）、災害につよいまちづくり事業（10万円）

教 育 費 1億9,216万円 幼稚園就園奨励費補助（1億5,148万円）、競技スポーツ推進事業（1,133万円）など

　市の会計には、一般会計とは別に特定の収入で特定の支出を賄う「特別会計」があります。特別会計は事業の収支を明
確にするため、それぞれの会計で決算が行われており、本市では次の６事業が該当します。

会　計　名 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差引（Ａ－Ｂ）

国民健康保険事業 147億1,222万円 146億9,252万円 1,970万円

後期高齢者医療 11億4,342万円 11億3,467万円 875万円

介 護 保 険 事 業 105億1,274万円 102億6,194万円 2億5,080万円

公共下水道事業 14億826万円 13億5,310万円 5,516万円

会　計　名 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差引（Ａ－Ｂ）

下水道 5,035万円 4,920万円 115万円

輝北簡易
水道事業 1億1,187万円 9,110万円 2,077万円

合　　　計 279億3,886万円 275億8,253万円 3億5,633万円

■特別会計
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指数項目 内　　容 鹿屋市

①財政力指数
　（３か年平均）

　地方公共団体の財政力を判断する指標で、地方交付
税法の規定により算定された基準財政需要額で基準財
政収入額を除して得た数値の過去３年間の平均値をい
います。
　一般的に「１」に近いほど、さらに「１」を超える
ほど財政力が強いとされています。

前年度より改善
0.45 → 0.46

②経常収支比率

　財政構造の弾力性を判断する指標で、歳出の経常的
経費に充当された一般財源等が歳入の経常一般財源等
に占める割合です。
　比率が低いほど財政構造に弾力性があるとされてい
ます。

前年度より改善
92.5％→ 89.8％

③実質赤字比率

健
全
化
判
断
比
率

 　一般会計などを対象とした実質赤字額の標準財政規
模に対する比率です。
　一般会計等における実質収支は黒字であるため、
「ー」で示しています。

赤字なし
－

④連結実質赤字比率

　全会計を対象とした実質赤字額又は資金の不足額の
標準財政規模に対する比率です。
　すべての会計において実質収支は黒字であるため、
「ー」で示しています。

赤字なし
－

⑤実質公債費比率
　（３か年平均）

 　公債費による財政負担の程度を客観的に示す指標と
して、実質的な公債費に費やした一般財源の額が標準
財政規模に占める割合を表すものです。
　実質公債費比率が 18%以上の団体については、地方
債の発行に許可を要し、25 ％以上の団体については、
実質公債費比率の区分に応じて、起債の制限を受けま
す。

前年度より改善
10.4％→ 9.3％

⑥将来負担比率

　地方公共団体の一般会計などの借入金（地方債）や
将来支払っていく可能性のある負担などの現時点での
残高を指標し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを
示す比率です。
　350％を超えると健全化計画を策定し、財政の健全化
を図らなければなりません。

前年度より改善
14.0％→ 3.9％

⑦資金不足比率

　公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対する
比率です。鹿屋市はすべての公営企業において資金不
足がないため、「－」で示しています。
（鹿屋市の公営企業会計：水道事業会計、公共下水道事
業特別会計、下水道特別会計、輝北簡易水道事業特別
会計）

赤字なし
－

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、地方公共団体は毎年度、健全化判断比率等（実質的な赤字や実
質的な将来負担等に係る指標【健全化判断比率】と公営企業の資金不足率【資金不足比率】）を公表することとなっています。
　平成 27年度は次のとおりで、いずれの指標も国の定める早期健全化基準を下回っており、本市の財政状況は健全な状態
にあります。

■本市の財政状況
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12
月
18
日
、
市
役
所
で「
知

事
と
語
ろ
う
車
座
対
話
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
三み

た反

園ぞ
の
さ
と
し訓

県
知
事
が
、「
聞
こ
う
！
語

ろ
う
！
対
話
の
県
政
」を
目
指
し
、

県
民
の
声
を
直
接
聞
く
取
り
組
み

と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

回
初
め
て
鹿
屋
市
で
開
催
さ
れ
た

も
の
。
三
反
園
知
事
は
、
参
加
し

た
25
人
の
市
民
や
市
長
、
市
議
会

議
員
等
と
意
見
交
換
後
、
台
風
16

号
の
被
害
に
遭
っ
た
大
隅
湖
を
視

察
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ

三
反
園
県
知
事
が
市
民
と
意
見
交
換

　

12
月
15
日
、鹿
屋
中
央
高
校
で
、

未
利
用
魚「
ヘ
ダ
イ（
ギ
ン
ダ
イ
）」

を
活
用
し
た
調
理
実
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鹿
屋
市
漁
業

協
同
組
合
と
東
京
の
食
品
卸
売
企

業
が
、
こ
れ
ま
で
市
場
の
評
価
が

低
か
っ
た「
ヘ
ダ
イ
」の
調
理
方
法

を
開
発
し
、
付
加
価
値
を
向
上
さ

せ
る
取
り
組
み
の
一
環
で
行
わ
れ

た
も
の
。
今
後
、
へ
ダ
イ
の
食
材

と
し
て
の
利
用
価
値
を
高
め
、
販

路
が
開
拓
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

「
ヘ
ダ
イ
」
を
お
い
し
い
食
材
に
！

　

12
月
21
日
、「
お
お
す
み
ハ

ナ
マ
ル
シ
ェ
」
の
代
表
ら
関
係

者
が
市
役
所
を
訪
れ
、
台
風
16

号
の
災
害
に
対
す
る
義
援
金
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台

風
16
号
の
被
災
者
を
支
援
し
よ

う
と
、
11
月
に
行
わ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
の
収
益
金
の
中
か
ら
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。

被
災
者
支
援
に
役
立
て
て

　

12
月
９
日
、
つ
る
み
ね
保
育

園
で
、
園
児
が
収
穫
し
た
サ
ツ

マ
イ
モ
４
０
０
㎏
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
支
援
を
行
う

岡お
か
だ
り
ょ
う
へ
い

田
良
平
さ
ん
に
託
さ
れ
た
サ

ツ
マ
イ
モ
は
、
宮
城
県
石
巻
市

に
届
け
ら
れ
ま
す
。

石
巻
市
へ
サ
ツ
マ
イ
モ
を
贈
る

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
て

　

12
月
22
日
、
市
役
所
で
拉
致

問
題
の
解
決
を
訴
え
る
署
名
と

募
金
が
、
拉
致
被
害
者
家
族
の

市
川
健
一
さ
ん
と
特
定
失
踪
者

家
族
の
会
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
市
川
さ
ん
は「
皆
さ
ん
の

気
持
ち
を
励
み
に
、
解
決
に
向

け
て
頑
張
り
た
い
」
と
思
い
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

平成28年春と秋の褒章・叙勲
　平成28年春と秋の褒章・叙勲を市内在住の４人
が受章されました。
　おめでとうございます。（年齢は受章当時）

○春の褒章・叙勲
◇藍綬褒章

　秋
あきもと

元 耕
こういちろう

一郎 さん（67歳・田崎町）
　（一社）鹿児島県ＬＰガス協会会長
◇瑞宝双光章

　西
にしかわ

川 宏
ひろのぶ

延 さん（71歳・西原２丁目）
　元海上自衛隊第201教育航空隊副長

○秋の叙勲
◇旭日双光章

　園
そ の だ

田 勝
か つ お

男 さん（72歳・旭原町）
　元（社）鹿児島県医師会副会長
◇旭日双光章

　森
もりぞの

園 一
か ず み

美 さん（70歳・串良町上小原）
　元鹿屋市議会議員

70歳・
議会議員

0歳・歳・串良町上
員

）

上小

長

上小原）小原原）小原）

成

受　章

行　政

水　産

寄　贈

�
�������	
��������������		
���

�
�������	
���
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12
月
23
日
、
霧
島
ヶ
丘
公
園
及

び
か
の
や
ば
ら
園
で
「
お
お
す
み

た
ま
Ｒ
Ｕ
Ｎ
＠
か
の
や
ば
ら
園

第
２
回
か
の
や
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
小
中

学
生
か
ら
一
般
、
エ
リ
ー
ト
な
ど

の
各
コ
ー
ス
で
レ
ー
ス
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
韓
国
の
体
育
大

学
の
チ
ー
ム
も
参
加
し
、
激
し
い

レ
ー
ス
に
会
場
は
大
盛
り
上
が

り
。
約
１
２
０
人
の
参
加
者
は
、

自
転
車
の
楽
し
さ
を
改
め
て
感
じ

て
い
る
様
子
で
し
た
。

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
い
戦
い

スポーツ

　

12
月
18
日
、
串
良
平
和
ア
リ
ー

ナ
で
「
第
１
回
鹿
児
島
県
地
区
選

抜
小
学
生
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
の
活

性
化
や
親
睦
、
交
流
促
進
な
ど
を

目
的
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
県
内
７
地
区
か
ら
13
チ
ー
ム

が
参
加
。
選
手
た
ち
は
大
人
顔
負

け
の
迫
力
の
あ
る
ア
タ
ッ
ク
や
ブ

ロ
ッ
ク
で
、
観
客
の
声
援
に
応
え

て
い
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
初
開
催

　

12
月
14
日
、
花
岡
小
学
校
で

「
人
権
の
花
」運
動
の
閉
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
運
動
は
、

児
童
が
協
力
し
て
花
を
育
て
る

こ
と
で
、
優
し
い
心
や
思
い
や

り
の
心
な
ど
を
育
も
う
と
5
月

か
ら
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
、

式
で
は
児
童
へ
の
感
謝
状
の
贈

呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
心
を
育
て
る

　

12
月
23
日
、
市
役
所
駐
車
場

及
び
玄
関
で
、
鹿
屋
緑
化
建
設

業
協
会
に
所
属
す
る
８
社
の
皆

さ
ん
に
よ
る
、
門
松
・
し
め
縄

の
設
置
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
手
際
よ
く
次
々
と

仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

門
松
・
し
め
縄
を
設
置

人
権
週
間
の
啓
発
活
動
を
実
施

　

12
月
９
日
、
市
内
の
商
業
施

設
で「
第
68
回
人
権
週
間
」
の

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
の
人
権
擁
護
委

員
や
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
が
、
啓
発
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な

ど
を
配
布
し
ま
し
た
。

ボランティア

　

12
月
17
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の

や
で
「
人
権
問
題
講
演
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
人
権

問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

認
識
を
一
層
深
め
る
た
め
行
わ
れ

た
も
の
。
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
に
続
い
て

行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、
臨
床
心

理
士
の
視
点
か
ら
、
子
ど
も
の
心

の
成
長
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が

行
わ
れ
、
約
４
３
０
人
の
参
加
者

は
、
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

人
権
尊
重
の
社
会
を
目
指
し
て

教　育

　

12
月
16
日
、
笠
野
原
小
学
校
で

「
能
楽
体
験
教
室
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
観か

ん
ぜ
り
ゅ
う

世
流
能
楽

師
の
梅う

め
わ
か
や
す
し

若
泰
志
さ
ん
と
地
元
の
有

志
を
講
師
に
迎
え
、
５
・
６
年
生

の
１
１
１
人
が
、
講
話
や
ク
イ
ズ

な
ど
で
能
楽
の
歴
史
を
学
ん
だ
ほ

か
、
基
本
動
作
や
能
の
音
楽
で
あ

る
謡
う
た
い

を
体
験
。

　

ま
た
、
謡
や
舞
の
実
演
も
あ

り
、
参
加
し
た
児
童
ら
は
日
本
古

来
の
伝
統
芸
能
を
、
興
味
深
そ
う

に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
の
伝
統
芸
能
を
体
験

人　権
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12
月
22
日
か
ら
25
日
ま
で
、
か

の
や
ば
ら
園
で
「
ク
リ
ス
マ
ス

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
６
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中

は
、
花
火
＆
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
や
缶
ド
ル
ア
ー
ト
、

電
球
で
装
飾
し
た
ロ
ー
ズ
ト
レ

イ
ン
の
展
示
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
や
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
、
音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
、
多

く
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
、
来
場
者
は
澄
み
切
っ
た
冬
空

の
下
で
、
幻
想
的
な
夜
の
ば
ら
園

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

冬
空
の
ば
ら
園
で
幻
想
的
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

　

12
月
24
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か

の
や
で
「
第
７
回
冬
華
火
in

Ｘク

リ

ス

マ

ス

ｍ
ａ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
水
辺
ス
テ
ー
ジ

で
音
楽
や
ダ
ン
ス
の
ラ
イ
ブ
、
ガ

レ
リ
ア
で
は
飲
食
ブ
ー
ス
が
立
ち

並
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
火
と
レ
ー
ザ
ー
光
線

に
よ
る
シ
ョ
ー
で
は
、
音
楽
に

合
わ
せ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
出

で
、
大
勢
の
観
客
が
歓
声
を
上
げ

る
な
ど
、
会
場
内
は
興
奮
と
感
動

が
立
ち
込
め
て
い
ま
し
た
。

冬
の
中
心
市
街
地
を
花
火
で
彩
る

　

12
月
26
日
、
市
役
所
で
「
市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
一
昨
年
行
わ
れ
た
国
民
文
化
祭
を
き
っ

か
け
に
、
鹿
屋
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
続
け
て
い
る

「
高こ
う
り
ん鈴

」
の
二
人
が
出
演
し
、
鹿
屋
女
子
高
校
や
高
隈

中
学
校
の
生
徒
た
ち
と
、
鹿
屋
で
作
詞
作
曲
さ
れ
た
歌

を
中
心
に
５
曲
を
披
露
。
約
２
０
０
人
の
観
客
は
、
澄

み
切
っ
た
歌
声
に
感
動
の
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

澄
み
切
っ
た
歌
声
が
市
役
所
に
響
く

　

12
月
25
日
、
上
高
隈
町
の
石
ぐ
ら
倉
庫
前
広
場
で
、

「
た
か
く
ま
元
気
お
こ
し
市
場
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
昨
年
９
月
に
台
風
16
号
の
被
害
を
受
け
た

高
隈
地
区
の
、
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
。

　

当
日
は
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
列
車
の
乗
車
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

か
、
ポ
ニ
ー
や
ヤ
ギ
な
ど
の
小
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、

高
隈
米
や
地
元
の
新
鮮
野
菜
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

高
隈
の
復
興
に
向
け
て

　

12
月
11
日
、
上
高
隈
町
の
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
市

民
族
館
で
、
世
界
各
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
体

験
す
る「
世
界
の
ク
リ
ス
マ
ス
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、「
お
菓
子
の
家
づ
く
り
」
を
は
じ
め
、
世

界
の
絵
本
を
日
本
語
と
英
語
で
読
み
聞
か
せ
す
る
イ

ベ
ン
ト
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
親
子
連

れ
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
を

笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
菓
子
の
家
づ
く
り
を
楽
し
む

イベント
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12
月
４
日
、
市
文
化
会
館
で

「
か
の
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
15
回

定
期
演
奏
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
演
奏
さ
れ
た
の
は
、

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
交
響
曲
第
８

番
な
ど
３
曲
。
訪
れ
た
約
３
０
０

人
の
観
客
は
、
大
隅
半
島
唯
一
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
奏
で
る
優
雅

な
演
奏
に
盛
大
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
ア
ン
コ
ー
ル

で
は
、
観
客
と
一
緒
に
「
ふ
る
さ

と
」
を
歌
い
、
会
場
は
感
動
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
優
雅
な
演
奏
が
響
く

　

12
月
９
日
、
国
の
伝
統
的
工

芸
品
産
業
へ
の
貢
献
が
認
め
ら

れ
、
平
成
28
年
度「
伝
統
的
工

芸
品
産
業
功
労
者
等
経
済
産
業

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
た
、
陶

芸
家
で
県
薩
摩
焼
協
同
組
合
理

事
の
岩い
わ
た
て
つ
ざ
ん

田
鉄
山
さ
ん
が
市
役
所

を
訪
問
し
ま
し
た
。

経
済
産
業
大
臣
表
彰
を
受
賞

 

12
月
22
日
、
県
吹
奏
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
小
学

校
部
門
で
金
賞
を
獲
得
し
、
九

州
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
っ

た
、
田
崎
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

の
打
楽
器
演
奏
メ
ン
バ
ー
７
人

が
、
関
係
者
と
と
も
に
市
役
所

を
訪
問
し
ま
し
た
。

打
楽
器
七
重
奏
で
九
州
大
会
へ

来
シ
ー
ズ
ン
の
活
躍
を
誓
う

　

12
月
２
日
、
本
市
出
身
で
プ

ロ
野
球
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
内

野
手
、
大や

ま
と和

選
手
が
市
役
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
和
選
手
は「
来
シ
ー
ズ
ン

か
ら
新
た
に
挑
戦
す
る
両
打
ち

で
結
果
を
出
し
、
シ
ー
ズ
ン
を

通
し
て
試
合
に
出
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
６
日
、
市
内
の
飲
食
店

で
「
ジ
ビ
エ
ナ
イ
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ジ
ビ
エ
と
は
フ
ラ
ン

ス
語
で
、
狩
猟
で
得
た
野
生
鳥
獣

の
食
肉
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
鳥
獣
被
害
の
増

加
、
猟
師
の
減
少
が
叫
ば
れ
る
中

で
、
ジ
ビ
エ
の
可
能
性
を
模
索
し

よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
。

　

プ
ロ
の
調
理
人
に
よ
る
鹿
や
猪

肉
の
フ
ル
コ
ー
ス
料
理
に
、
参
加

し
た
28
人
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。

お
い
し
い
ジ
ビ
エ
料
理
に
舌
鼓
！

　

12
月
21
日
、
青
年
海
外
協
力

隊
と
し
て
東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ
派

遣
さ
れ
る
、
本
市
出
身
の
下し

も
み
ち道

真ま
な
と人

さ
ん
が
市
役
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

下
道
さ
ん
は
理
学
療
法
士
と

し
て
の
経
験
を
生
か
し
、
現
地

で
リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
な
ど
の
指

導
を
行
い
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
員
が
訪
問

　

12
月
８
日
、
鹿
屋
市
茶
業
振

興
会
の
西に

し
お
じ
ん
い
ち

尾
仁
一
さ
ん
と
宮み

や
し
た下

祐ゆ
う
い
ち一

さ
ん
が
市
役
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
米
国
の
日

本
大
使
館
で
行
わ
れ
る
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
、
同
会
が「
か
の
や

深
む
し
茶
」
を
出
展
す
る
こ
と

に
伴
い
、
訪
れ
た
も
の
で
す
。

米
国
で
の
茶
の
Ｐ
Ｒ
に
意
気
込
み

楽
し
い
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫

　

12
月
４
日
、
輝
北
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、「
音
楽
の

ひ
ろ
ば
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鹿
屋
警
察
署
員
に

よ
る
寸
劇
の
後
、
市
内
の
津
軽

三
味
線
演
奏
家
と
県
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
、
観
客

は
感
動
を
味
わ
い
、
満
足
気
な

様
子
で
し
た
。

来　訪
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申告に必要な物

市県民税申告が必要な人

　市では 2 月 1 日（水）から市県民税の申告を受け付けます。申告期間中は市役所本庁
が大変混雑しますので、最寄りの会場での受付にご協力をお願いします。

　　　問市税務課（1 階⑮番窓口）　☎ 0994-31-1112

　平成 29年 1月 1日時点で鹿屋市に住所があった人は、原則として申告が必要です。

　ただし、次のいずれかに該当する人は、申告する必要がありません。

平成28年分の所得税の確定申告書を、税務署へ提出し
た人、又は提出予定の人

１

申告書（申告書がない場合は申告会場に準備してあります）１

印　鑑２

前年中の収入が給与だけで、勤務先から鹿屋市に給与
支払報告書が提出され、雑損控除・医療費控除等を追
加する必要がない人

２

平成28年中の収入状況が分かるもの
○ 給与・公的年金の源泉徴収票、給与支払明細書　など
○ 営業、農業、不動産などの収入額、販売額及び収支が分
かる帳簿や領収書など
  ※ 平成26年から、記帳・帳簿等の保存が義務となっています。
ご自身で収支内訳書を作成してから申告してください。

４

配偶者控除、扶養控除の対象になっている人で、平成
28年中に収入がなかった人（扶養者と被扶養者が同一
世帯の場合のみ）
　※ 個人の課税（非課税）証明や所得証明が必要な場合

は、申告の必要があります。

３

４ 公的年金のみを受給している65歳以上（昭和27年１月
１日以前生まれ）の人で、公的年金収入金額（支払先が
２か所以上あるときはその合計額）が148万円以下の人

公的年金のみを受給している65歳未満（昭和27年１月
２日以後生まれ）の人で、公的年金収入金額（支払先が
２か所以上あるときはその合計額）が98万円以下の人

５

前年中の収入が公的年金だけで、その公的年金の支払
先から送られてきた扶養親族等申告書を提出済で、社
会保険料控除・生命保険料控除・医療費控除等の追加
をする必要がない人

６

平成29年１月１日現在、生活保護受給者で、平成28年
中にその他の収入がなかった人

７

障害年金又は遺族年金の受給者で、平成28年度市県民
税申告を行った人

８

市県民　　の申告は
　　　　 最寄りの会場で!!
税

Tax Return

●平成28年中に支払った医療費の領収書等

● 健康保険料・国民年金保険料などの領収書、

　生命保険料・地震保険料などの控除証明書

● 障害者手帳・障害者控除対象者認定書

　（※詳細は高齢福祉課まで）⇒障害者控除

　学生証⇒勤労学生控除　など

●配偶者の収入を証明するもの⇒配偶者特別控除

●寄附をした場合、日本赤十字

　社等の発行する領収書や

　地方公共団体の発行する

　寄附金受領証明書

　⇒寄附金控除

控除を受ける
ための書類

ここが
ポイント

をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘れれれれれ忘忘忘忘
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

マイナンバーカード（個人番号と本人の確認）
※ マイナンバーカードが無い場合は次の例で示す個人
番号が分かるものと本人確認書類が必要となります。

３

個人番号が分かるもの

マイナンバー通知カー
ド又は個人番号の記載
がある住民票

＋
本人確認書類

運転免許証やパスポートなどの
顔写真付き身分証明書１点
※ 保険証や年金手帳など顔写真
の無い本人確認書類は２点

今年から
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期  日 会　場 時　間 町内会・自治会名

2／1
（水）

大姶良地区
学習センター

9：30～10：30 大姶良西、大姶良東、田淵
10：30～12：00 南、獅子目
13：30～14：30 横山、下堀
14：30～16：00 萩塚、池園、飯隈、星塚

2／2
（木）

笠之原公民館 9：30～12：00 笠之原

農業研修センター
13：30～14：30 寿３・４丁目
14：30～16：00 札元１・２丁目、旭原

2／3
（金）

高隈地区交流
促進センター

9：30～10：30
高隈（高隈中央、上別府、
柚木原、重田、谷田、瀬戸野、
柏木）

10：30～12：00 大黒
はらいがわ
ふれあいセンター

13：30～14：30 上祓川、祓川
14：30～16：00 下祓川、西祓川、弥生

東原研修館 13：30～16：00 東原

2／6
（月）

花岡地区公民館

9：30～10：30 海道、古里、白水、一里山
10：30～12：00 花里、花岡、根木原、鶴羽

13：30～14：30 古江（新・本・港）、古江西（西・中）、船間、小野原、天神
14：30～16：00 北花岡（高牧、有武、小薄）

田崎地区
学習センター

9：30～10：30 川西
10：30～12：00 川東、永野田
13：30～16：00 田崎、名貫

2／7
（火）

西原地区
学習センター

9：30～10：30 今坂、郷之原、大浦
10：30～12：00 西原２丁目東・西･中央
13：30～14：30 上谷、新生
14：30～16：00 西原１・３・４丁目

高須地区
学習センター 9：30～12：00 高須、浜田

上野公民館
13：30～14：30 上野
14：30～16：00 野里

2／8
（水）

寿5丁目公民館
9：30～10：30 寿５・６・７丁目、泉ヶ丘
10：30～12：00 緑山、寿２丁目

鹿屋東地区
学習センター

13：30～14：30 寿８丁目
14：30～16：00 新川

市役所本庁６階
601会議室

9：30～10：30

古前城、本町、北田東大手
（北田、東大手）、大手、西大手、
朝日町、向江（向江、昭栄）、
共栄、曽田、白崎、新栄

10：30～12：00 打馬、王子
13：30～16：00 期間中に都合のつかない人

2／9
（木）

神野地区
ふれあいセンター 9：30～12：00

神野西、市之渡、横井坂、
砂ヶ野、大川、永野牧、
神野東

中央西地区
ふれあいセンター 9：30～12：00 萩﨑、上西目川路、下西目川路、今吉

鶴峰東地区
ふれあいセンター 13：30～16：00

黒羽子、荷掛、水流、角野、
東原、飴屋敷、下車田、
上車田、平瀬、永山、筒ヶ迫

2／10
（金）

鶴峰中地区
ふれあいセンター 9：30～12：00 白坂、石場、中福良、西迫、鏡原、門前、新地、つるみね

鶴峰西地区
ふれあいセンター 13：30～16：00

上苫野、下苫野、苫野、
立元、平前、金山、木浦、
真戸原、中大牟礼、
東大牟礼、西大牟礼、木場

2／13
（月）

下名東地区
ふれあいセンター 9：30～12：00 論地、樋之口、原口、末次、茶円、井神島
下名西地区
ふれあいセンター 13：30～16：00 池久保、あさぎり、名主、川西中、真角、川北

2／14
（火） 吾平保健センター

9：30～12：00 赤野、麓中、麓東、麓西、寒水、西原

13：30～16：00 寺ヶ迫、中尾、栫上、持田、あけぼの、栫下

期  日 会　場 時　間 町内会・自治会名

2／15
（水） 吾平総合支所

9：30～12：00 上町、中町、下町、坂下、益田、上屋敷、西横町、原田、町園

13：30～16：00

緑、ひまわり、祇園、希望ヶ丘、
中央、宮前、堀木田、新堀木田、
坂元、こすもす、駅前、鶯、川上、
グリーンビレッジ
期間中に都合のつかない人

2／16
（木）

平南校区公民館 9：30～12：00 竹下、影吉、中平房、下平房、三原

百引校区公民館 13：30～16：00 本町、和泉ヶ野、風呂段、堂平、坂宮

輝北総合支所 13：30～16：00
一番郷、二番郷、西原、愛宕、
上平房、白別府、歌丸、名主段、
諏訪、福岡、楢久保

2／17
（金）

高尾校区公民館 9：30～12：00 徳留、仮屋、浮牟田、柏木、日新、谷田
朝倉公民館 13：30～16：00 八重山、朝倉、仏山

市成校区公民館 13：30～16：00 上方、下方、辰喰、上場団地、宮園、久木野々、上沢津、下沢津

2／19
（日）

市役所本庁税務課

9：00～16：00 平日に都合のつかない人吾平総合支所
輝北総合支所
串良総合支所

2／20
（月）

岳野公民館 9：30～10：30 岳野
輝北総合支所 9：30～16：00 期間中に都合のつかない人

2／21
（火）

串良公民館
細山田分館

9：30～12：00 立小野、高松、堂園、伊集院、枦場、外堀、共和、新中堀

13：30～16：00 花鎌、更和、土持、更栄、昭栄（昭栄、東住吉）
2／22
（水）

串良公民館
細山田分館

9：30～12：00 東新町、共心、西新町、生栗須
13：30～16：00 新栄、竹下堀、平瀬、辰喰、馬掛

2／23
（木）

串良公民館
細山田分館

9：30～12：00 東新堀、西新堀、下之段、東共心、西共心、入部堀

13：30～16：00 矢柄、上矢柄、東茅場、栄、上栄、上辰喰
2／24
（金）

有里農業研修
センター

9：30～12：00 中郷、山下
13：30～16：00 中野、下中

2／27
（月）

農村環境改善
センター

9：30～12：00 十三塚

13：30～16：00 中宿、中山上、中山下、共栄中、共栄西、共栄東、共栄東上

2／28
（火）

農村環境改善
センター

9：30～12：00 大迫、城ヶ﨑、松崎

13：30～16：00 大久保段、県営住宅、永峯、鳥之巣、中山原、塩塚

3／ 1
（水）

下小原農業
研修センター

9：30～12：00 下小原北
13：30～16：00 下小原南、白寒水、大坪

3／ 2
（木）

串良B&G海洋
センター

9：30～12：00 中甫木、下甫木、富ヶ尾中央（富ヶ尾上、富ヶ尾下）

13：30～16：00
平和 、星ヶ丘、吹上田、新大塚原、
下大塚原、上大塚原上、
上大塚原下、桜ヶ丘

3／ 3
（金）

串良公民館
上小原分館

9：30～12：00 柳谷、佐牟田
13：30～16：00 瀬戸、表

3／ 6
（月）

串良公民館
別館大ホール

9：30～12：00 岡崎上、岡崎東西（東・西）

13：30～16：00
串良中央（緑ヶ丘、愛ヶ迫、江口
迫、上之馬場、上之馬場下）、諏訪
下（諏訪下、北田迫）

3／ 7
（火）

串良公民館
別館大ホール

9：30～12：00 永和、堅田、串良東部（和田、宮之下、鶴亀）
13：30～16：00 期間中に都合のつかない人

3／ 8
（水）

～

3／15
（水）

市役所本庁６階
601会議室

9：00～16：00
（土・日を除く）期間中に都合のつかない人

市県民税申告相談日程表
※次の日程は混雑を避けるための目安となっていますので、ご都合のつく会場へお越しください。
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氏　名 電話番号 住　所

東　

部　

地　

区　

30
人

渡　邊　　　守 44-9157 寿１丁目

大　口　礼　子 40-2020 寿２丁目

野　元　美佐子 43-0872 寿２丁目

月　精　美津子 44-2226 寿３丁目

中　釜　ノブ子 43-0366 寿３丁目

野　平　稔　泰 090-3326-
5718 寿４丁目

安　樂　定　利 45-4601 寿４丁目

西中村　照　美 43-5847 寿４丁目

小牟田　和　子 42-2408 寿５丁目

福　久　宏　子 40-1610 寿５丁目

上　薗　祐　子 44-0351 寿６丁目

岩　元　三代子 44-0480 寿７丁目

宮　﨑　惠　子 41-0575 寿７丁目

久保田　良　照 41-2296 寿８丁目

上　妻　勝　士 44-3539 寿８丁目

山　口　せつ子 43-8980 新川町

有　馬　光　子 42-5545 新川町

田井村　　　尚 44-5438 新川町

神　原　幸　子 40-3697 札元１丁目

西ノ原　文　男 43-3094 札元１丁目

岩　元　正　和 43-5580 王子町

加　藤　麗　子 41-9174 下祓川町

梅　北　珠　美 40-1733 札元２丁目

坂　元　房　子 40-0944 笠之原町

串　田　アツ子 44-0875 笠之原町

山　元　ミチ子 43-5902 笠之原町

窪　田　初　雄 43-5944 笠之原町

押　川　恵美子 43-6784 旭原町

（選任手続き中） ‐ 旭原町

（選任手続き中） ‐ 旭原町

田　

崎　

地　

区　

12　

人

野　添　カズエ 44-0095 田崎町

田　嶋　隆　士 090-7210-
8260 田崎町

田　中　　　昭 44-6095 田崎町

荒　川　エイ子 44-0637 田崎町

野　元　リエ子 44-5016 川西町

大　塚　正　人 41-5032 川西町

立　石　良　一 44-0589 川西町

荻　原　登美子 43-5237 川西町

千年原　朱　実 40-3684 川西町

久木田　三　郎 44-4081 川東町

園　田　喜久代 44-6944 名貫町

稲　田　鴻太郎 40-0399 永野田町

氏　名 電話番号 住　所

中　

央　

地　

区　

10
人

渡　邊　久美子 40-4187 古前城町

蜂　谷　逸　子 42-2271 北田町

川　筋　政　子 40-1037 朝日町

竹　下　泰　一 43-8887 向江町

出　口　祥　子 43-3638 共栄町

福　山　和　子 44-2484 新栄町

楠　原　洋　子 43-0473 新栄町

林　　　孝　子 52-0712 大手町

上　西　正　子 41-8282 白崎町

川田代　悦　子 43-9752 曽田町

北　

部　

地　

区　

15
人

川　邊　カズ子 44-2678 王子町

岩　重　　　均 43-3695 王子町

星　野　てる子 44-6875 打馬１丁目

西　牧　朝　栄 42-0806 打馬２丁目

新牛込　久美子 44-5283 下祓川町

前　田　利　和 43-0858 下祓川町

有　馬　　　隆 44-7406 下祓川町

奥　村　ちえ子 41-0510 西祓川町

迫　田　照　己 40-7332 西祓川町

中　村　繁　子 40-1257 祓川町

德　留　柳　子 43-0592 祓川町

津　崎　中　新 43-8075 上祓川町

池　亀　美千子 44-8596 上祓川町

竹　下　正　子 44-3573 東原町

留　口　照　雄 44-3825 東原町

新
し
い
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、主
任
児
童

委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

平
成
28
年
12
月
１
日
付
で
委
嘱
を
受
け
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。
市
内
に
は
、
11
地
区
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
協

議
会
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
担
当
地
区
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
に
関
す
る
疑
問
、

悩
み
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
を
担
当
す
る
委
員
ま
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
は
、
地
域
を
見
守
る
と
と
も
に
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
、

専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
は
児
童

委
員
も
兼
務
し
て
お
り
、
児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
と
協

力
し
、
児
童
問
題
に
つ
い
て
も
様
々
な
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、
問
題
解
決
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
市
福
祉
政
策
課
（
１
階
⑲
番
窓
口
）　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
３

氏　名 電話番号 住　所

花　

岡　

地　

区　

14
人

東小野　順　子 43-3024 小野原町

上　薗　繁　子 46-3843 天神町

垣　内　裕美子 46-2680 白水町

西　薗　由美子 46-4620 古里町

久保薗　恵　子 46-4535 花岡町

新　保　貴　子 46-3347 花岡町

山　口　友　子 46-3735 花里町

小　薄　真利子 46-3074 小薄町

吉　水　由香里 46-2248 船間町

上　船　勝　子 46-3557 古江町

中　村　愛　子 46-2252 古江町

梶　原　美和子 43-4002 根木原町

濱　田　美寿子 46-4171 高牧町

中塩屋　　　正 46-2200 海道町

高　

隈　

地　

区　

10
人

林　　　一　美 45-2852 上高隈町

新牛込　純　一 45-2147 上高隈町

中入地　　　 45-2732 上高隈町

柚　木　栄　子 45-3681 上高隈町

新　地　　　樹 45-2013 下高隈町

𦚰　村　眞紀子 45-2812 下高隈町

渡　邉　正　人 45-3222 下高隈町

宮　下　節　子 45-3226 下高隈町

榎　畑　みゆき 45-2433 下高隈町

（  調　整　中  ） ‐ 下高隈町

民　生　委　員　・　児　童　委　員

12
月
２
日
に
リ
ナ
シ

テ
ィ
か
の
や
で
行
わ

れ
た
辞
令
伝
達
式
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氏　名 電話番号 住　所

吾　

平　

地　

区　

17
人

有　馬　春　美 58-6133 吾平町麓

休　坂　さよ子 58-8347 吾平町上名

木　浦　香智子 58-8688 吾平町下名

加　藤　さとみ 58-8624 吾平町上名

岸　上　友　子 58-8205 吾平町上名

今　吉　良　子 58-6865 吾平町上名

田　中　すみ子 58-8158 吾平町麓

田野邉　淳　子 58-8821 吾平町上名

川　原　淳　子 58-8872 吾平町麓

中　村　涼　江 58-8241 吾平町上名

坂　下　順　子 58-8428 吾平町上名

（  調　整　中  ） ‐ 吾平町麓

坂　元　　　登 58-5303 吾平町麓

池久保　ミナ子 58-5321 吾平町下名

坂　中　勝　子 58-8457 吾平町麓

吉　留　悦　子 58-5489 吾平町下名

中　塩　広　子 58-6592 吾平町下名

氏　名 電話番号 住　所

輝　

北　

地　

区　

14
人

桑波田　勝　子 486-0781 輝北町上百引

濱　田　　　守 486-0886 輝北町上百引

鶴　園　輝　雄 486-0268 輝北町上百引

谷　村　ヨネ子 486-1101 輝北町上百引

神　丸　かず子 486-0661 輝北町下百引

西　前　逸　子 486-0080 輝北町下百引

田　原　道　夫 486-1372 輝北町平房

佐々木　敏　子 485-1780 輝北町市成

上　原　アツ子 481-1580 輝北町市成

薗　田　哲　夫 485-1240 輝北町諏訪原

留　森　公　男 485-1040 輝北町市成

有　田　浩　二 485-1247 輝北町諏訪原

江　口　里　香 485-1171 輝北町諏訪原

竹　下　光　政 486-1058 輝北町下百引

串　

良　

地　

区　

34
人

東　窪　晴　子 62-3498 串良町細山田

稲　田　吉　祥 62-3405 串良町細山田

永　嶺　俊　幸 62-3623 串良町細山田

和　田　由美子 62-3375 串良町細山田

野　村　靜　雄 62-2757 串良町細山田

湯　元　春　雄 62-3647 串良町細山田

前　田　好　子 62-3490 串良町細山田

永　吉　正　敏 63-7047 串良町有里

神　山　オリヱ 62-2218 串良町有里

日笠山　芳　子 62-3715 串良町有里

和　田　　　隆 62-4546 串良町有里

德　留　せつ子 62-4950 串良町有里

永　井　すみえ 63-4870 串良町下小原

吉ヶ﨑　ちり子 63-4738 串良町有里

竹之内　綾　子 31-4555 串良町有里

下　園　りつ子 63-6596 串良町有里

宮　元　美　香 63-2354 串良町有里

黑　田　陽　子 63-2036 串良町岡崎

町　田　曉　子 63-3326 串良町有里

若　松　サツ子 63-4574 串良町岡崎

中甫木　敬　子 080-3182-
7536 串良町岡崎

鈴　木　多恵子 63-9623 串良町岡崎

森　永　アヤミ 63-2672 串良町岡崎

福　留　美保子 63-6547 串良町岡崎

田　中　孝　一 63-0939 串良町下小原

牧　内　信　一 63-2198 串良町下小原

　井　美里幸 63-6512 串良町下小原

蛭　川　絹　代 63-3788 串良町上小原

宍　野　義　雄 63-4808 串良町上小原

田　原　一　美 63-0383 串良町上小原

本　村　ヤス子 63-4922 串良町上小原

豊　重　光　和 63-2435 串良町上小原

森　園　　　勝 63-6357 串良町上小原

下　薗　千惠子 63-6209 串良町上小原

氏　名 電話番号 住　所

西　

原　

地　

区　

28
人

濵　園　順　子 43-1449 西原１丁目

久木田　惠美子 44-4758 西原１丁目

渡　邊　諭　二 41-1526 西原１丁目

馬　庭　モリヱ 44-0668 西原２丁目

出水田　千穗美 44-5697 西原２丁目

山　村　知　子 41-4640 西原２丁目

田　平　恭　徳 41-1950 西原２丁目

石　走　智　江 41-9352 新生町

神　園　清　子 44-2571 西原３丁目

山　口　慶　子 42-0369 西原４丁目

春　薗　涼　子 44-6120 今坂町

清　水　洋　子 42-0515 今坂町

尾　村　　　勇 44-4378 上谷町

福　留　トモ子 44-0262 上谷町

倉　　　美和子 40-4378 大浦町

増　田　正　義 44-0453 新生町

阪　中　幹　夫 44-3220 新生町

柿　元　洋　子 43-2018 新生町

的　塲　洋　一 44-0311 大浦町

（  調　整　中  ） ‐ 大浦町

半　田　英　俊 44-8096 郷之原町

東　　　正　道 44-8736 郷之原町

有　村　洋　子 41-2087 今坂町

矢　神　憲　法 44-5596 今坂町

西　　　良　子 42-3933 上野町

渡　辺　ミチ子 44-0268 上野町

柿　元　祐　子 44-8801 野里町

木之下　桂　子 41-5682 野里町

大　

姶　

良　

地　

区　

18
人

日南田　ハル子 49-3687 池園町

樋　口　道　子 49-3332 池園町

窪　田　弥　生 49-3515 飯隈町

宮　内　正　子 49-2935 南町

米　盛　宏　子 49-2085 南町

大　窪　千代子 090-7479-
8780 大姶良町

上假屋　　　恵 48-2202 大姶良町

東　　　善　幸 48-3147 田淵町

玉　井　弘　子 48-2492 獅子目町

東　　　英　子 48-2977 横山町

木　津　良　子 48-3053 田淵町

七　村　義　見 42-5627 下堀町

松　﨑　利喜男 44-6540 下堀町

比知黒　勝　己 47-2556 永小原町

野　田　正　俊 47-2620 浜田町

上　原　義　史 47-2159 高須町

右　田　　　悟 47-2667 高須町

（選任手続き中） ‐ 高須町

氏　名 電話番号 住　所

中
央
伊　東　保　子 42-0079 白崎町

宮　内　成　人 44-6034 曽田町

北
部
江　川　　　稔 44-3784 王子町

木　下　俊　子 44-3280 上祓川町

花
岡
東　　　　　明 46-2705 古江町

藤　園　智　信 46-2136 花岡町

高
隈
有　村　愼一郎 45-2039 上高隈町

松　元　　　覚 45-3146 下高隈町

東
部
野　平　ヒ　サ 44-5234 寿４丁目

鶴　園　容　子 43-4730 新川町

田
崎
前　村　隆　幸 40-0350 川西町

前　原　鈴　代 42-6821 田崎町

西
原
柳　　　まり子 41-3641 今坂町

天　辰　由紀子 43-3951 西原２丁目

大
姶
良

河　野　厚　子 47-3030 高須町

大　隈　久美子 48-3127 田淵町

輝
北
岩　野　宏　子 485-1038 輝北町市成

徳　丸　すみ子 486-0457 輝北町上百引

串
良
鮫　島　新　一 62-2820 串良町細山田

福　岡　よし子 63-2686 串良町上小原

吾
平
坂　元　優　子 58-7278 吾平町麓

小出水　悦　子 58-6584 吾平町麓

主任児童委員
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～今回の注目情報はこの３つ～

情報掲示板
KAN0YA
Information

KANOYA

Information

ピックアップ
インフォメーション

お知らせ イベント募集・申請

「
お
お
す
み
食
の
Ｅエ

ク

ス

ポ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
」

の
参
加
者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
大
隅
の
豊
か
な
食
材
の
魅

力
を
発
信
す
る
た
め
の
、
大
隅
・

鹿
児
島
に
縁
の
あ
る
著
名
料
理
人

に
よ
る
食
の
イ
ベ
ン
ト

○ 

ラ
ン
チ
＝
料
理
研
究
家
・
門
倉 

多た

仁に

亜あ

氏
の
監
修
に
よ
る
「
大
隅

で
食
べ
る
多
仁
亜
さ
ん
家ち

の
お
も

て
な
し
ラ
ン
チ
」

○ 

デ
ィ
ナ
ー
＝
「
鹿
児
島
食
の
匠
」

上か
み

柿か
き

元も
と

勝
ま
さ
る

氏
の
監
修
に
よ
る「
お

お
す
み
フ
レ
ン
チ
晩ば

ん
さ
ん
か
い

餐
会
」

◎ 

日
時
・
場
所
・
定
員
・
料
金

◎ 

応
募
方
法
＝
電
話

◎ 

応
募
期
限
＝
１
月
19
日
（
木
）

問 

お
お
す
み
観
光
未
来
会
議
事
務
局

（
市
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
課
内
・
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
７
６

「
中
小
企
業
向
け
個
人
情

報
保
護
法
説
明
会
」
の
参

加
者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
中
小
企
業
向
け
の
、
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
の
ル
ー
ル
を
紹

介
す
る
説
明
会

◎ 

日
時
＝
２
月
７
日
（
火
）　

14
時

〜
16
時

◎ 

場
所
＝
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
鹿
児
島
市
山
下
町
）

◎ 

対
象
者
＝
中
小
企
業
、
個
人
事
業

主　

な
ど

◎ 

定
員
＝
２
０
０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

◎ 

参
加
料
＝
無
料

◎ 

応
募
方
法
＝
参
加
申
込
書
を
Ｆ
Ａ

Ｘ
又
は
出
席
者
氏
名
・
会
社
名
・

役
職
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

を
記
入
の
う
え
メ
ー
ル

※ 

参
加
申
込
書
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

問 

県
学
事
法
制
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
１
４
４

　

℻
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

５
５
０
８

　

gbjoho@
pref.kagoshim

a.lg.jp

「
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空

基
地
見
学
ツ
ア
ー
」
の
参

加
者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基

地
内
の
施
設
、
航
空
機
の
見
学
及

び
概
要
説
明

◎ 

日
時
＝
２
月
12
日
（
日
）・
26
日

（
日
）・
３
月
12
日（
日
）・
26
日（
日
）　

９
時
15
分
〜
11
時
45
分
・
13
時
15

分
〜
15
時
45
分

※
い
ず
れ
か
１
回
を
選
択

◎ 

集
合
場
所
＝
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航

空
基
地
史
料
館
駐
車
場

◎ 

対
象
者
＝
日
本
国
籍
を
有
す
る
中

学
生
〜
26
歳
ま
で
の
人

※
父
兄
の
同
伴
も
可
能

◎ 

定
員
＝
各
回
40
人

※ 

定
員
を
超
え
た
場
合
は
選
考

◎ 

申
込
方
法
＝
電
話
又
は
見
学
申
請

書
及
び
見
学
者
名
簿
を
郵
送
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ

※ 

見
学
申
請
書
及
び
見
学
者
名
簿
は

海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.m
od.

go.jp/m
sdf/kanoya/

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

※ 

電
話
の
場
合
は
平
日
の
７
時
30
分

〜
16
時
45
分
の
間
に
申
込

※ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
平
日
の
８
時
30

分
〜
16
時
30
分
の
間
に
送
信

◎ 

申
込
期
限
＝
各
ツ
ア
ー
実
施
日
の

５
日
前

※
必
着

問 

海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
第
１

航
空
群
司
令
部
広
報
室

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
１
０

　

鹿
屋
市
西
原
３ｰ

11ｰ

２

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

３
１
１
１

　

内
線
２
２
３
３
・
２
２
３
５

　

℻
０
９
９
４ｰ

42ｰ

２
６
３
６

募
集
・
申
請

☎
ランチ ディナー

日時 1/29（日)
12:00 ～

1/29(日)
18:00 ～

場所 ホテルさつき苑
（西原1丁目）

T
ザ

HE M
モ ダ ン

ODERN
C
ク ラ ブ

LUB（寿5丁目）

定員 60人 60人

料金 3,000円 8,000円

※ 定員になり次第締め切り。一部の飲み
物は別料金

市役所内公金取扱所の
取扱時間が変更

20 ページ

輝北・串良・吾平地域で
市政報告会を開催

22 ページ

おおすみ食のＥ
エ

Ｘ
ク

Ｐ
ス

Ｏ
ポ

の参加者を募集

18 ページ

ピックアップ
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情報掲示板
KAN0YA
Information

高
齢
者
寝
具
洗
濯
乾
燥
消

毒
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
を

募
集

◎ 
内
容
＝
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

高
齢
者
へ
の
寝
具
（
掛
布
団
、
敷

布
団
及
び
毛
布
各
１
枚
を
一
式
）

の
洗
濯
、
乾
燥
及
び
消
毒

◎ 

対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
人

○ 

市
内
に
居
住
か
つ
住
民
登
録
を
し

て
い
る
65
歳
以
上
の
人

○ 

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

○ 

要
介
護
４
又
は
５
の
認
定
を
受
け
、

在
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
人

○ 

今
年
度
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
人

◎
利
用
料
＝
無
料

◎ 

申
込
方
法
＝
市
高
齢
福
祉
課
に
置

い
て
あ
る
申
請
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
し
直
接
持
参

◎ 

申
込
期
間
＝
２
月
１
日
（
水
）
〜

28
日
（
火
）

◎ 

そ
の
他
＝
寝
具
洗
濯
等
の
実
施
日

は
、
日
程
調
整
の
上
、
決
定

問 

市
高
齢
福
祉
課（
１
階
⑦
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
６

　

各
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

「
ア
ン
ニ
ョ
ン
！
交
流
会
」

の
参
加
者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
韓
国
の
大
学
生
に
よ
る
、

韓
国
伝
統
の
遊
び
の
紹
介
や
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
カ
フ
ェ
、
韓
国
語
ミ
ニ
講

座　

な
ど　

◎ 

日
時
＝
２
月
11
日
（
土
・
祝
）　

13
時
〜
15
時

◎ 

場
所
＝
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

◎ 

定
員
＝
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎
参
加
料
＝
３
０
０
円

※
小
学
生
未
満
は
無
料

◎ 

応
募
方
法
＝
電
話
も
し
く
は
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル

◎ 
応
募
期
限
＝
２
月
10
日
（
金
）

◎ 
そ
の
他
＝
無
料
託
児
を
希
望
す
る

人
は
、
２
月
３
日
（
金
）
ま
で
に

申
込

問 

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ
３
２
８
８

　

℻
０
９
９
４ｰ

45ｰ

３
２
５
８

　

info@
kapic.jp

浄
水
場
等
の
管
理
業
務
委

託
者
を
募
集

◎
吾
平
浄
水
場
等
管
理
業
務
委
託

○ 

資
格
者
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
業
者

① 

市
内
に
本
店
・
支
店
・
営
業
所
等

を
有
し
、
市
民
税
又
は
法
人
税
を

納
入
し
て
い
る
こ
と

② 

従
事
す
る
人
員
数
が
４
人
以
上
で

あ
る
こ
と

③ 

市
水
道
事
業
指
定
の
給
水
装
置
工

事
事
業
者
で
あ
る
こ
と

④ 

降
雨
時
及
び
異
常
発
生
時
に
お
お

む
ね
30
分
以
内
に
浄
水
場
に
到
着

で
き
る
か
常
駐
で
き
る
こ
と

◎ 

閉
庁
日
に
お
け
る
柳
浄
水
場
管
理

業
務
委
託

○ 

資
格
者
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
業
者

① 

市
内
に
本
店
・
支
店
・
営
業
所
等

を
有
し
、
市
民
税
又
は
法
人
税
を

納
入
し
て
い
る
こ
と

② 

従
事
す
る
人
員
数
が
３
人
以
上
で

あ
る
こ
と

◎ 

応
募
方
法
＝
１
月
16
日
（
月
）
〜

27
日
（
金
）
ま
で
市
工
務
課
に
置

い
て
あ
る
入
札
応
募
申
請
書
等
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接

持
参

◎
応
募
期
限
＝
２
月
８
日
（
水
）

問 
市
上
下
水
道
部
工
務
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

４
２
２
４

介
護
慰
労
金
手
続
き
の
お

知
ら
せ
〜
平
成
28
年
度
２

月
期
受
付
〜

◎ 

支
給
要
件
＝
資
格
認
定
日
の
平
成

29
年
２
月
１
日
現
在
、
要
介
護
高

齢
者
・
障
害
者
と
そ
の
介
護
者
が

本
市
に
１
年
以
上
居
住
か
つ
住
民

登
録
を
し
て
お
り
、
介
護
者
が
同

居
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
で
引

き
続
き
６
か
月
以
上
在
宅
介
護
し

て
い
る
こ
と

※ 

平
成
28
年
８
月
２
日
以
降
、
要
介

護
高
齢
者
・
障
害
者
が
延
べ
３
か

月
以
上
の
長
期
入
院
（
入
所
）
を

し
た
場
合
や
、
今
年
度
既
に
満
額

受
給
し
て
い
る
場
合
は
受
給
不
可

◎
支
給
額

○
65
歳
以
上
の
要
介
護
高
齢
者

　

要
介
護
２
、
３
＝
年
額
３
万
円

※ 

要
介
護
２
は
重
度
認
知
症
の
み
対

象

　

要
介
護
４
、
５
＝
年
額
６
万
円

○ 

20
歳
〜
64
歳
の
要
介
護
障
害
者

（
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者
又
は

受
給
者
と
同
等
の
障
害
が
あ
る

人
）
＝
年
額
３
万
円

◎
申
込
時
に
必
要
な
も
の

○ 

押
印
及
び
民
生
委
員
の
証
明
の
あ

る
申
請
書

○
介
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

○ 

介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
要
介
護

認
定
者
の
み
）

◎ 

申
込
方
法
＝
市
高
齢
福
祉
課
に
置

い
て
あ
る
申
請
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
し
直
接
持
参

◎ 

申
込
期
間
＝
２
月
１
日
（
水
）
〜

28
日
（
火
）

問 

市
高
齢
福
祉
課（
１
階
⑦
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
６

　

各
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

鹿
屋
女
子
高
校「
キ
ッ
ズ

ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ
ン
」
の
参

加
者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
鹿
屋
女
子
高
校
の
生
徒
が

模
擬
的
に
開
設
し
た
街
で
、
小
学

生
が
就
業
体
験
と
買
い
物
体
験
を

行
い
、
高
校
生
と
小
学
生
が
協
力

し
な
が
ら
、
社
会
の
仕
組
み
を
体

験
す
る
イ
ベ
ン
ト

◎ 

日
時
＝
２
月
11
日（
土
）　

９
時
30

分
〜
14
時

◎
場
所
＝
鹿
屋
女
子
高
校

◎ 

対
象
者
＝
市
内
の
小
学
３
年
生
〜

６
年
生

※
保
護
者
の
参
加
も
可
能

◎ 

定
員
＝
３
５
０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

◎
参
加
料
＝
無
料

◎ 

応
募
方
法
＝
鹿
屋
女
子
高
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.satsum

a.
ne.jp/kanoyajyoshi/

）
の
応
募

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募

◎ 

応
募
期
間
＝
１
月
16
日
（
月
）
〜

31
日
（
火
）

問 

鹿
屋
女
子
高
校

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
５
８
４
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県
委
託
事
業「
地
元
企
業

い
い
と
こ
発
見
バ
ス
ツ

ア
ー
」の
参
加
者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
地
元
企
業
を
訪
問
し
、
宿

泊
業
や
製
造
業
の
現
場
見
学
や
経

営
者
の
話
な
ど
を
聞
き
、
地
域
の

食
に
関
わ
る
企
業
の
魅
力
を
発
見

す
る
バ
ス
ツ
ア
ー

◎ 

日
時
＝
２
月
15
日
（
水
）　

13
時

〜
17
時

◎ 

集
合
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の

や
◎ 

対
象
者
＝
18
歳
以
上
で
県
内
在
住

の
求
職
者
、
転
職
希
望
者
、
起
業

を
考
え
て
い
る
人

※
学
生
を
除
く

◎ 

定
員
＝
25
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎ 

参
加
料
＝
無
料

◎ 

申
込
方
法
＝
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
又
は
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ

※ 

申
込
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
置
い

て
あ
る
ほ
か
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

問
㈲
環
境
シ
ス
テ
ム　

　

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

４
４
５
２

「
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
悩

ん
で
い
る
家
族
の
つ
ど

い
」の
参
加
者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
県
内
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
者
の
家
族
な
ど
で
構
成
す
る
自

助
グ
ル
ー
プ
「
家
族
の
回
復
ス

テ
ッ
プ
12
」
の
メ
ン
バ
ー
と
語
り

合
う
座
談
会

◎ 

日
時
＝
１
月
24
日
（
火
）　

13
時

30
分
〜
15
時

◎ 

場
所
＝
大
隅
地
域
振
興
局
１
階
小

会
議
室

◎ 
対
象
者
＝
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
悩

ん
で
い
る
家
族

◎
参
加
料
＝
無
料

◎ 

応
募
方
法
＝
電
話

問 

大
隅
地
域
振
興
局
地
域
保
健
福
祉
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

52ｰ

２
１
２
４

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
の
受
講

者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
多
様
な
働
き
方
や
よ
り
良

い
職
場
環
境
を
実
現
す
る
た
め
の

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

◎ 

講
師
＝
濱
田 

博
子 

氏
（
21
世
紀

職
業
財
団
宮
崎
県
駐
在
代
表
）
ほ

か
◎ 

日
時
＝
２
月
10
日
（
金
）　

15
時

〜
17
時

◎ 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
２
階

情
報
研
修
室

◎ 

対
象
者
＝
事
業
所
の
事
業
主
、
管

理
職
、
労
務
担
当
者　

な
ど

◎ 

定
員
＝
70
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎ 

受
講
料
＝
無
料

◎ 

申
込
方
法
＝
電
話
又
は
受
講
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
Ｆ

Ａ
Ｘ
も
し
く
は
メ
ー
ル

※ 

受
講
申
込
書
は
市
民
課
、
各
総
合

支
所
、
各
出
張
所
に
置
い
て
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎
申
込
期
限
＝
２
月
７
日
（
火
）

問 

市
民
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

（
１
階
④
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
４

　

℻
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
７
０

　

danjyo@
e-kanoya.net

市
役
所
内
公
金
取
扱
所
の
取

扱
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

市
役
所
１
階
の
市
役
所
内
公
金
取

扱
所
の
取
扱
時
間
が
、
３
月
１
日

（
水
）
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
さ

れ
ま
す
。

◎ 

変
更
後
の
取
扱
時
間
＝
９
時
〜
12

時
、
13
時
〜
15
時

　

変
更
に
伴
い
、
12
時
か
ら
13
時
ま

で
は
公
金
取
扱
所
で
の
公
金
取
扱
い

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

納
入
通
知
書
に
記
入
さ
れ
て
い
る
課

の
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
へ
公
金
を
納
入
す
る
際

は
、
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
入
さ
れ

ま
す
。
金
融
機
関
窓
口
な
ど
に
行
く

手
間
や
納
入
忘
れ
な
ど
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
出
納
室
（
１
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
５

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
安

全
性
や
効
き
目
は
新
薬
と
同
等
と
認

め
ら
れ
て
い
る
低
価
格
の
後
発
医
薬

品
の
こ
と
で
す
。
薬
代
な
ど
患
者
の

負
担
軽
減
が
で
き
、
年
々
増
え
て
い

る
医
療
費
の
抑
制
に
も
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の

財
政
健
全
化
を
進
め
る
た
め
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
す
べ
て
の
治
療
薬
に
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
と
は
限
ら

ず
、
ま
た
、
薬
の
併
用
や
体
質
な
ど

に
よ
り
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
医
師
や
薬

剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
市
健
康
保
険
課（
１
階
⑥
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
２

あ
な
た
も「
里
親
」
に
な
っ

て
み
ま
せ
ん
か

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
子
ど
も
を
自
ら
の
家
庭
に

温
か
く
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
真
心
を

込
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
人
の
こ

と
で
す
。

　

県
で
は
、
子
ど
も
の
養
育
に
理
解

と
熱
意
、
そ
し
て
子
ど
も
に
対
す
る

豊
か
な
愛
情
を
有
し
て
い
る
人
を
、

里
親
と
し
て
認
定
・
登
録
し
、
保
護

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
養
育
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

  

里
親
に
な
る
に
は
、
特
別
な
資
格

な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
知
事

か
ら
里
親
と
し
て
認
定
さ
れ
、
登
録

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

大
隅
児
童
相
談
所

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

７
０
１
１

お
知
ら
せ

ピックアップ
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料
を
当
月
末
に
口
座
振
替

○ 

６
か
月
分
前
納

○  

上
期
（
４
月
〜
９
月
）
分
の
保
険

料
＝
４
月
末

○  

下
期
（
10
月
〜
翌
年
３
月
）
分
の

保
険
料
＝
10
月
末

○ 

１
・
２
年
分
前
納
＝
４
月
分
〜
翌

年
又
は
翌
々
年
3
月
分
の
保
険
料

を
４
月
末
日
に
納
入

◎ 

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
申
込
期
限

○ 

上
期
６
か
月
分
前
納
・
１
年
分
前

納
・
２
年
分
前
納

　

＝
２
月
末
日

○ 

下
期
６
か
月
分
前
納

　

＝
８
月
末
日

問
市
民
課
（
１
階
④
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ
１
１
１
４

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す

　

市
内
に
事
業
用
資
産
を
持
っ
て
い

る
事
業
者
は
、
償
却
資
産
申
告
書
を

１
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、廃
業
、休
業
、事
務
所
移
転
、

解
散
、
名
称
変
更
を
し
た
場
合
も
申

告
書
に
記
載
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

固
定
資
産
税
課
税
対
象
の
償
却
資
産

＝
土
地
・
家
屋
を
除
く
事
業
用
資
産

○ 

例
＝
駐
車
場
の
舗
装
、
各
種
設
備

等
の
機
械
及
び
装
置
、
事
業
用
の

太
陽
光
発
電
設
備　

な
ど

※ 

10
㎾
以
上
の
発
電
能
力
を
有
す
る

国
民
年
金
保
険
料
は
ま
と
め

て
前
納
す
る
と
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
前
納
に
よ

る
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
も
可
能
で
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
希
望
す

る
人
は
、
通
帳
と
金
融
機
関
届
出
印

を
持
参
の
上
、
市
民
課
、
各
総
合
支

所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
鹿
屋
年
金
事

務
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

前
納
期
間
ご
と
の
割
引
額

◎ 

前
納
す
る
時
期

○ 

１
か
月
分
前
納
＝
当
月
分
の
保
険

住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
も
課

税
対
象

問
市
税
務
課
（
１
階
⑯
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
２

県
民
保
健
医
療
意
識
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

県
で
は
「
鹿
児
島
県
保
健
医
療
計

画
」
の
見
直
し
に
伴
い
、
長
期
的
な

保
健
医
療
施
策
の
参
考
と
な
る
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
民

保
健
医
療
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
の
県
の
保
健
医
療
施
策
の
た

め
の
大
切
な
資
料
と
な
る
調
査
で
す

の
で
、
調
査
票
が
送
付
さ
れ
て
き
た

人
は
調
査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎ 

調
査
対
象
者
＝
無
作
為
抽
出
し
た
、

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

◎ 

回
答
期
限
＝
２
月
３
日
（
金
）
ま

で
問
県
保
健
医
療
福
祉
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
７
３
８

農
業
共
済
制
度
を
積
極
的

に
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

農
業
共
済
制
度
は
、
国
の
公
的
な

保
険
制
度
で
す
。

　

農
業
共
済
組
合
に
申
し
込
み
、
掛

金
を
納
入
す
る
こ
と
で
制
度
に
加
入

で
き
ま
す
。
ま
た
、
掛
金
の
約
半
分

は
国
が
負
担
し
ま
す
。

  

農
作
物
や
園
芸
施
設
な
ど
の
被
害

に
備
え
て
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

◎
農
作
物
共
済
＝
水す
い
と
う稲

、
陸り

く
と
う稲

、
麦

◎
家
畜
共
済
＝
牛
、
馬
、
豚

◎ 

果
樹
共
済
＝
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
、

指
定
か
ん
き
つ

◎ 

畑
作
物
共
済
＝
ば
れ
い
し
ょ
、
大

豆
◎ 

園
芸
施
設
共
済
＝
施
設
園
芸
用
の

施
設
、
施
設
内
農
作
物

問 

県
農
業
経
済
課　

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

３
１
３
４

鹿
屋
養
護
学
校
校
外
作
品
展

◎ 

内
容
＝
特
別
支
援
学
校
や
障
害
の

あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
児

童
生
徒
が
製
作
し
た
絵
画
、
木
工
、

紙
工
、
工
芸
、
窯
よ
う
ぎ
ょ
う業

作
品
の
展
示

◎ 

期
間
＝
１
月
19
日
（
木
）
〜
26
日

（
木
）　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

◎
場
所
＝
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

◎
観
覧
料
＝
無
料

問
鹿
屋
養
護
学
校

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

５
１
０
９

腸
の
健
康
の
た
め
の
講
演
会

◎ 

内
容
＝
腸
の
健
康
を
保
ち
、
全
身

の
健
康
に
つ
な
げ
る
た
め
の
講
演

会
◎ 

講
師
＝
草
野 

健け
ん 

氏
（
鹿
児
島
県

消
化
器
が
ん
検
診
推
進
機
構
会

長
）

○ 

演
題
＝
「
絶
好
『
腸
』
で
心
と
か

ら
だ
を
健
康
に
」

◎ 

日
時
＝
１
月
21
日
（
土
）　

13
時

30
分
〜
15
時

◎
場
所
＝
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

◎
参
加
料
＝
無
料

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

く
し
ら
二
十
三
や
市

◎ 

内
容
＝
露
店
市
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
剣
道
大
会
、
消
防
音
楽

隊
パ
レ
ー
ド　

な
ど

◎ 

日
時
＝
１
月
21
日
（
土
）・
22
日

（
日
）　

９
時
〜
17
時

※
雨
天
決
行

◎
場
所
＝
串
良
総
合
支
所
周
辺

問
か
の
や
市
商
工
会

　

☎
０
９
９
４ｰ

63ｰ

３
０
３
２

１か月分 ６か月分 １年分 ２年分

毎月支払い
（内訳）

16,260円 97,560円
（16,260円×６月）

195,120円
（16,260円×12月）

393,000円
（16,260円×12月
＋16,490円×12月）

現金前納
（割引額） ー 96,770円

（790円）
191,660円
（3,460円） ー

口座振替
前納

（割引額）
16,210円
（50円）

96,450円
（1,110円）

191,030円
（4,090円）

377,310円
（15,690円）

※平成28年４月分からの支払額及び割引額を記載
※平成28年度保険料月額＝16,260円、平成29年度保険料月額＝16,490円

イ
ベ
ン
ト
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◎ 

場
所
＝
市
文
化
会
館

◎ 

鑑
賞
料
金

※
小
学
生
未
満
は
無
料

◎ 

前
売
券
販
売
所
＝
チ
ャ
リ
テ
ィ
映

画
上
映
実
行
委
員
会
事
務
局
（
新

川
町
・
一
歩
会
ｅ
す
ぺ
ー
す
内
）

問 

チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
上
映
実
行
委
員

会
事
務
局

　

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

３
７
８
９

問 

肝
属
地
区
障
が
い
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

４
８
０
１

チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
上
映
会

◎ 

上
映
作
品
＝「
く
ち
び
る
に
歌
を
」

◎ 

日
時
＝
２
月
12
日
（
日
）　

13
時

30
分
〜

第
35
回
鹿
屋
市
美
術
展

◎ 
内
容
＝
鹿
屋
市
美
術
展
出
展
作
品

の
展
示

◎ 

日
時
＝
１
月
22
日
（
日
）
〜
29
日

（
日
）　

９
時
〜
19
時

※ 

初
日
は
10
時
か
ら
、
最
終
日
は
15

時
ま
で

◎ 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

な
ど

◎ 

入
場
料
＝
無
料

問 

市
生
涯
学
習
課
（
６
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

「
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

◎ 

内
容
＝
舞
台
発
表
、
作
品
展
示
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

◎ 

日
程
＝
１
月
28
日
（
土
）　

９
時

〜
15
時

※
舞
台
発
表
は
12
時
〜
15
時

◎ 

場
所
＝
市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

問 

市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

９
０
８
８

鹿
屋
養
護
学
校「
第
13
回

鹿
屋
ふ
た
ば
祭
」

◎ 

内
容
＝
鹿
屋
養
護
学
校
中
学
部
・

高
等
部
の
生
徒
が
作
業
学
習
で
製

作
し
た
陶
器
皿
、
手
芸
品
、
木
工

品
な
ど
の
販
売

◎ 

日
時
＝
２
月
２
日
（
木
）　

10
時

〜
11
時

◎
場
所
＝
鹿
屋
養
護
学
校
体
育
館

問 

鹿
屋
養
護
学
校

　

 

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

５
１
０
９

「
な
ん
で
も
相
談
会
」

◎ 

内
容
＝
か
の
や
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
会
員
に
よ
る
、
健
康
・
医
療
、

幼
児
保
育
、
介
護
福
祉
、
建
築
設

計
、
法
律
（
日
常
生
活
の
ト
ラ
ブ

ル
等
）、
税
務
に
関
す
る
無
料
相

談
会

※
同
時
に
献
血
も
実
施

◎ 

日
時
＝
２
月
４
日
（
土
）　

13
時

〜
16
時

◎
場
所
＝
か
の
や
寿
自
動
車
学
校

問 

か
の
や
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

 

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
３
４
４

第
23
回
美
里
あ
い
ら
心
わ

く
わ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
◎ 

種
目
＝
５
㎞
、
８
㎞
コ
ー
ス

◎ 

日
時
＝
２
月
５
日
（
日
）　

９
時
〜

※ 

雨
天
時
は
12
日
（
日
）
に
延
期
。

当
日
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
６
時

30
分
以
降
に
大
隅
広
域
公
園
（
☎

０
９
９
４ｰ

58ｰ

５
１
９
７
）
へ
電

話
確
認

◎ 

場
所
＝
大
隅
広
域
公
園
周
辺

◎ 

参
加
料
＝
無
料

◎ 

参
加
方
法
＝
当
日
の
9
時
30
分
ま

で
に
大
隅
広
域
公
園
花
の
広
場
に

集
合

◎ 

そ
の
他
＝
参
加
者
に
花
の
苗
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
協
賛
店
（
吾

平
地
域
）
で
使
用
で
き
る
割
引
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

※ 

花
の
苗
は
参
加
者
全
員
、
割
引
券

は
先
着
６
５
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

問 

美
里
あ
い
ら
心
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会
（
吾
平

総
合
支
所
産
業
建
設
課
内
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

58ｰ

７
２
９
１

肝
属
地
区
障
が
い
者
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
巡
回

相
談

◎ 

内
容
＝
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

家
族
に
関
す
る
悩
み
等
の
相
談

◎ 

日
時
＝
２
月
８
日
（
水
）　

９
時

〜
11
時
30
分

※
事
前
予
約
者
を
優
先

◎
場
所
＝
輝
北
総
合
支
所

◎ 

電
話
相
談
等
＝
次
の
窓
口
で
電
話

や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
随
時
受
付

輝北・串良・吾平地域で
市政報告会を開催します

年　齢 前売券 当日券

18歳以上 1,000円 1,200円

小学生～
18歳未満

 500円  600円

※ 小学生以上の障がい者手帳所持
者は前売券・当日券とも500円

相談内容 電話・メール相談窓口

身体障がいに
関する相談

☎ 0994-35-4801
soudan-shintai
@chime.ocn.ne.jp

知的障がいに
関する相談

☎ 0994-35-4802
soudan-chiteki
@chime.ocn.ne.jp

精神障がいに
関する相談

☎ 0994-35-4803
soudan-seishin
@chime.ocn.ne.jp

ピックアップ

　「もっと身近な、もっと熱い、もっと分かりや
すい市政運営」を実現するため、市長が各種政
策の取組状況などを説明する「市政報告会」を
開催します。輝北・串良 ･
吾平の各地域での取り組み
を中心に、映像などを使い
ながら、分かりやすく説明
します。

問 市政策推進課（３階）　 ☎ 0994-31-1125

地　域 日　時 場　所

輝北地域 １/25（水）
18:00 ～ 19:30 百引校区公民館

串良地域 ２/10（金）
18:00 ～ 19:30

串良ふれあい
センター

吾平地域 ２/13（月）
18:00 ～ 19:30

吾平総合支所
２階
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肝属東部医師会 診療時間 9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

１月 15 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

22 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
児玉病院 東串良町川東 63-8522

29 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
山路医院 東串良町池之原 63-2134

   ２月 ５日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
花田整形外科・リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

12 日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

まちのの
保健室
インフルエンザ対策

Health Care

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医1月・2月

鹿屋市医師会 診療時間 8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

１月 15 日
 森田胃腸科内科医院 郷之原町 40-2822
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

22 日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 池田病院 下祓川町 43-3434

29 日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 小林クリニック 上谷町 41-0700

２月 ５日
 中塩医院 西原 1丁目 43-2489
 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248
 鮫島整形外科病院 寿 1丁目 43-2535

11 日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331
 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 かのや東病院 笠之原町 42-3111

12 日
 鹿屋ハートセンター 札元 2丁目 41-8100
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

○十分な休養とバランスの取れた栄養の摂取を心がける
　万が一インフルエンザにかかった場合は無理はせず、
次のことに気をつけましょう。

◎インフルエンザにかかった時の対応
○早めに医療機関を受診しましょう。
○ 安静にして、休養をとりましょう。特に、睡眠を十分
にとることが大切です。

○ 水分を十分に補給しましょう。お茶やスープなど、飲
みたいもので構いません。

問市保健相談センター　☎ 0994 ｰ 41 ｰ 2110

　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

　インフルエンザは、例年 12 月から３月が流行シーズ
ンです。次のことに注意し

て、こまめな対策でインフ

ルエンザを予防しましょう。

◎インフルエンザ予防対策
○予防接種を受ける
○部屋の湿度を適度に保つ
○咳をするときのエチケットに注意する
○外出後の手洗いなどを徹底する
○混雑した場所への、不要な外出を控える

��������	
����

鹿屋市歯科医師会 診療時間 9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
１月 15 日 武田歯科医院 今坂町 44-1619

22 日 吉留歯科医院 旭原町 42-3708
29 日 とおや治歯科クリニック 寿 1丁目 40-1811

２月  ５日 中原歯科医院 西原 1丁目 43-0088
11 日 西の原歯科 打馬 1丁目 40-4180
12 日 永山矯正歯科医院 西原 4丁目 40-1182

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119 ※ 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることがあ

ります。各医療機関にご確認のうえ受診してください。
※ 休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日は
かかりつけの医師などの診療を受けてください。
　原則として、投薬期間は通常１日分とします。

風　邪 インフルエンザ

主な症状
くしゃみ、喉の痛み、
咳、鼻水、鼻づまり
など

頭痛、関節痛、筋肉
痛、全身倦

けんたい

怠感、食
欲不振　など

症状の進行 緩やか 急速
発熱 微熱（37℃～ 38℃） 高熱（38℃以上）

原因
ウイルス

ライノウイルス、コ
ロナウイルス、アデ
ノウイルス　など

インフルエンザウイ
ルス

※ インフルエンザは、子どもの場合は急性脳症を、高齢者
や免疫力が落ちている人は肺炎などを伴い、重症になる
ことがあります。

▲ インフルエンザ
　予防啓発キャラクター
「マメゾウくん」と「アズキちゃん」
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地
域
元
気
ア
ッ
プ
教
室
で
、
市
安
全

安
心
課
の
出
前
講
座「
家
庭
で
で
き

る
防
災
対
策
と
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
」

の
勉
強
会
を
し
ま
し
た
。
近
年
の「
想
定
外

だ
っ
た
…
」
と
い
う
災
害
へ
の
対
策
を
真
剣

に
考
え
よ
う
と
い
う
み
ん
な
の
声
が
き
っ
か

け
で
す
。
プ
ロ
講
師
の
説
明
、
資
料
、
写
真

に
一
同
う
な
る
よ
う
に
納
得
。
高
隈
の
皆
様

の
現
状
を
実
写
で
知
り
、
お
見
舞
い
申
し
上

げ
た
い
で
す
。
避
難
情
報
の
受
け
止
め
方
や

「
有ゆ

う
び
む
か
ん

備
無
患
」
の
語
源
な
ど
心
に
留
め
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
Ｎ
・
Ｔ

さ
ん
・
69
歳
・
女
性
）

　

地
震
、
台
風
、
豪
雨
な
ど
災
害
も
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
よ
ね
。
自
分
の
身
の
安
全
を
守

る
た
め
に
、
対
策
や
備
え
を
日
頃
か
ら
し
っ

か
り
と
し
て
お
く
こ
と
、
そ
し
て
災
害
が
発

生
し
た
と
き
は
、
お
互
い
助
け
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来

る
…
。
最
近
の
桜
島
が
お
と
な
し
い
の
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

運
転
免
許
を
返
納
し
た
主
人
を
乗
せ
、

ど
こ
へ
行
く
に
も
一
緒
の
時
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
先
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

で
音
楽
療
法
の
講
座
が
あ
り
、
二
人
で
毎
回

楽
し
く
歌
っ
た
り
、
勉
強
し
た
り
し
て
い
ま

す
が
、
最
終
回
が
間
近
で
す
。
で
き
れ
ば
終

わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
気
持
ち
で
す
。
こ
の
よ

う
な
高
齢
者
向
け
の
肩
の
凝
ら
な
い
講
座

を
、
ま
た
計
画
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。（
ニ
ャ
ン
コ
さ
ん
・
78
歳
・
女
性
）

　

お
二
人
の
仲
睦
ま
じ
い
様
子
に
、
微
笑
ま

し
く
お
便
り
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
音
楽
療
法
講
座
に
つ
い
て
は
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、

初
め
て
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
定
員
の
倍
以
上

の
応
募
が
あ
り
、
今
年
も
実
施
予
定
で
す
の

で
、
大
勢
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、こ
の
講
座
以
外
に
も
、

「
健
康
づ
く
り
講
座
」や「
つ
ぼ
と
健
康
講
座
」

な
ど
を
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

ニ
ャ
ン
コ
さ
ん
ご
夫
婦
ご
一
緒
に
受
講
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
も
楽
し
く
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

ま
す
。
中
学
生
で
す
が
、
広
報
か
の

や
の
フ
ァ
ン
で
す
。
さ
て
、
先
日
登
校
し
て

い
る
時
に
、
地
域
の
人
が
２
〜
３
人
し
ゃ
が

み
込
ん
で
何
か
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
不

思
議
に
思
っ
て
近
寄
っ
て
み
る
と
、
ご
み
収

集
で
こ
ぼ
れ
て
い
る
ご
み
や
、
ポ
イ
捨
て
さ

れ
た
空
き
缶
な
ど
を
片
付
け
て
い
ま
し
た
。

私
は
そ
の
光
景
を
み
て
心
が
ほ
っ
こ
り
し
ま

し
た
。
地
域
で
助
け
合
う
っ
て
い
い
な
と

思
っ
た
出
来
事
で
し
た
。（
く
ま
ち
ー
さ
ん
・

14
歳
・
女
性
）

　

広
報
か
の
や
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い

て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
各
家
庭
で
出
さ
れ
た
種
類
の

違
う
多
く
の
ご
み
・
資
源
物
が
集
ま
り
ま
す
。

く
ま
ち
ー
さ
ん
の
手
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
ご

み
の
出
し
方
が
悪
く
て
袋
か
ら
こ
ぼ
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
空
き
缶
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
放
置
さ
れ
て
い
た
り
す
る
光
景
を
見
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
誰
か
が
、
掃
除
し

て
い
つ
も
き
れ
い
な
状
態
を
保
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
、
み
ん
な
が
感
謝
し
な
い

と
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。

い
つ
も
市
役
所
へ
行
く
と
き
は
１
階
西

側
の
出
入
口
を
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
ド
ア
の
開
閉
の
際
、「
取
っ
手
を
手
動

で
上
下
に
動
か
す
よ
う
に
」
と
注
意
書
き
が

あ
り
ま
す
。
強
風
の
と
き
な
ど
、
う
ま
く
動

か
せ
な
く
て
非
常
に
危
険
で
、
高
齢
者
に
は

や
さ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
庁
舎
に

気
軽
に
出
入
り
出
来
る
よ
う
に
、
自
動
ド
ア

の
設
置
を
早
急
に
実
現
く
だ
さ
い
。
押
し
ボ

タ
ン
式
の
自
動
ド
ア
も
あ
り
ま
す
。（
市
民

の
声
直
行
便
よ
り
）

　

西
側
ド
ア
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
自

動
ド
ア
化
等
の
検
討
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
建
物
の
構
造
上
、
壁
の
有
効
面
積
が

無
い
た
め
、
大
が
か
り
な
工
事
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
扉
の
開
閉
は
手
動
に
よ
り

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
強
風

の
時
に
急
に
閉
ま
ら
な
い
調
整
を
す
る
な

ど
、
安
全
性
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

が
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

中
央
自
動
ド
ア
入
口
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
案
内
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
今
号
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
お

便
り
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

���

������	



����

������

���� 



����	

�����

 ��!"

#$%&'%	

�(�&� (

)*�+"

Kanoya City Public Relations  24



昭和41年の正月の北田交差点の様子です。初売りで

しょうか、晴れ着を着てまちへ繰り出した買い物客

で、にぎわう様子が見て取れます。右奥の建物はバスセ

ンターで、現在はハローワークなどが入る市産業支援セン

ターになっています。当時は、イザナギ景気という好景気

に恵まれ、昭和39年の東京オリンピックがカラー放送され

たことから、カラーテレビの普及が進み、３C（カラーテ

レビ、自動車、クーラー）の時代へと突入していきました。

現在は当時のような好景気とは言い難いかもしれません

が、市民の皆さんの夢や希望が叶う年になりますように！

問市文化財センター　☎0994-31-1167

　東京・大阪だけでなく、最近は地方
にも外国人旅行客が来るようになり
ました。地方にとっては外貨を稼ぐ
チャンスです！先月、総務省のイン
バウンド事業（外国人旅行者の誘致）
の一環で「かのやカンパチ」の取材を日本＆台湾の報道機関にし
ていただきました。台湾では今月放送されるそうです。台湾の
国民的な人気リポーターに来ていただきましたので、鹿屋がイ
ンバウンドで稼げる日も近い!?かもです。その他にも約30人の
台湾人観光客にみなと食堂に来ていただきました♪今後も海外
とのつながりをもっと強化していきたいと思います！

～いつもの街の貴重な記録～

交差交差交差交差交差交差交差交差交差交差交差交差差交交差差交交差交交交交交交差差差交交差交 点の点の点の点の点点の点の点の点の点の点の点の点点の点のの点の点の点の点点点点 様子様子様子様子様子様様子様子様子様子様子様子様様子様様様子様子様子様子様様様子様子ですですですですですですですですですですすですですですすですすですすすすすですでですで 初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初売り売り売り売り売り売り売り売り売り売り売り売り売売りり売りり売り売り売売りりでででででででででででででででででででで

（昭和41
年）

（昭和41
年）

No.14

�������	
 vol.16

№265
お手数ですが

52円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要
プレゼント

男　・　女

　　　　　

広報誌への感想や、市へのご意見

のほか、地域のイベントや出来事、

お勧めスポットなど多くの情報も

お寄せください。

お便りをいただいた方の中から、

抽選で特産品等をプレゼントしま

す。たくさんのご応募をお待ちし

ています！

※掲載時に、原稿の一部を手直し

する場合もございます。

☎
〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市政策推進課
「市民のひろば」係
  ☎ 0994-31-1123

市民の皆さんからの

お便りを募集

新に
い
み美 

了さ
と
し 

隊
員

今
回
の
報
告
者

25  Kanoya City Public Relations



応募〆切　２／９㊍

鹿屋産の煎茶にかのやばら園の無農薬のバ
ラをブレンドし、平成27年度大隅「食のお
みやげ」審査会でナンバー１に輝いた「おと
なの香り茶」と、おしゃれなパッケージの
「バラ紅茶」、「バラ煎茶」をセットにして３
名様にプレゼント。

おとなの香り茶、バラ紅茶、
バラ煎茶３点セット／３名様
有限会社お茶の緑峰園
鹿屋市寿 2-3-32

当選者の発表は、商品の発送をもって
代えさせていただきます。

ご協力ありがとうございました。

�������	


　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線Present

西
俣
盛
り
上
げ
隊
壮
青
年
部（
に
ぃ
ま
隊
）

西
俣
盛
り
上
げ
隊
壮
青
年
部

（
通
称
「
に
ぃ
ま
隊
」
）

は
、
平
成
27
年
12
月
に
、
西
俣
小
学

校
校
区
の
５
町
内
会
（
池
園
町
・
萩

塚
町
・
飯
隈
町
・
名
貫
町
・
永
野
田

町
）
の
若
手
有
志
10
人
が
集
ま
り
結

成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
現
在
、

隊
員
は
18
人
で
、
年
齢
も
職
業
も
ば

ら
ば
ら
。
西
俣
小
校
区
の
児
童
が

年
々
減
少
す
る
中
、
少
し
で
も
地
域

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
西
俣
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
「
お
や
じ
の
会
」
と
そ
の
Ｏ
Ｂ

が
立
ち
上
げ
た
も
の
で
す
。

　

最
初
の
活
動
は
、昨
年
１
月
に
地

元
の
神
社
で
竹
灯と
う
ろ
う籠

を
飾
っ
た
こ
と
。

こ
の
時
の
経
験
を
踏
ま
え
、昨
年
12

月
に
は
も
っ
と
美
し
く
し
て
、よ
り
多

く
の
人
に
見
て
も
ら
お
う
と
、池
園

町
公
民
館
で「
西
俣
竹
灯
籠
祭
り
」を

開
催
し
、多
く
の
住
民
が
参
加
し
ま

し
た
。野
元
浩
二
隊
長
は
、「
毎
週
日

曜
日
に
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
、準
備

を
進
め
て
き
た
。徹
夜
で
頑
張
っ
た
人

も
い
た
。そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
ん
で
く
れ

て
本
当
に
良
か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
の
５
月
に
は
池
園
町
の
メ
ン

バ
ー
が
所
有
す
る
田
ん
ぼ
で
、「
ド
ロ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」も
開
催
。泥
に
ま
み
れ

な
が
ら
の
運
動
会
は
、笑
顔
の
絶
え
な

い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

野
元
隊
長
は
こ
う
熱
く
語
り
ま
す
。

「
西
俣
は
自
然
が
豊
富
。
学
校
も
小

規
模
で
皆
仲
が
い
い
。
こ
の
よ
う
な

地
域
資
源
を
生
か
し
て
、
お
金
を
あ

ま
り
か
け
ず
、
自
分
た
ち
で
で
き
る

催
し
を
こ
れ
か
ら
も
や
っ
て
、
も
っ

と
も
っ
と
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
」

子どもたちに種火を配る「にぃま隊」のメンバー

祭りはすべてメンバーが切り盛り。運営はもちろん、司会も出店も
駐車場も、そろいのＴシャツを着たメンバーが動く

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に 

　

地
域
の
た
め
に 

今
で
き
る
こ
と

代表の野元浩二さん。奥様手作
りの「竹灯籠」のかぶり物をかぶ
り、真面目にあいさつ

 スポットライ
ト

    ������
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鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の

鈎鈎
か

ぎ

か

ぎ

引ひ

き
祭

ま

つ

り

ま

つ

り

中津神社
上高隈町759

湯湯ゆ

ち

ゆ

ち地地  

定定さ
だ
と
し

さ
だ
と
し敏敏  

さ
ん
さ
ん

高
隈
中
津
神
社

高
隈
中
津
神
社

鈎
引
き
祭
伝
承
保
存
会

鈎
引
き
祭
伝
承
保
存
会  

会
長
会
長

て
い
ま
す
。

　

祭
り
当
日
は
、
早
朝
か
ら
山
で
雄

鈎
と
雌
鈎
の
切
り
出
し
を
行
い
ま

す
。
切
り
出
し
た
鈎
は
ト
ラ
ッ
ク
で

中
津
神
社
近
く
ま
で
運
び
、
そ
こ
か

ら
人
力
で
神
社
の
境
内
ま
で
運
び
ま

す
。神
社
下
で
一
度
休
憩
し
た
後
は
、

境
内
に
着
く
ま
で
鈎
を
下
ろ
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
昔
か
ら
の
決
ま
り

が
あ
る
た
め
、
１
ト
ン
以
上
あ
る
鈎

を
み
こ
し
の
様
に
担
い
で
、
必
死
の

形
相
で
石
段
を
駆
け
上
が
り
ま
す
。

　

境
内
に
着
く
と『
サ
ヨ
ン
ド
シ
』

と
い
う
鈎
を
高
く
持
ち
上
げ
地
面
に

３
回
叩
き
つ
け
る
儀
式
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
は
勝
負
前
に
勢
い
を
つ
け

る
意
味
と
、
大
地
の
霊
を
呼
び
起
こ

す
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
い
よ
い
よ
鈎
引
き
が
始

ま
る
の
で
す
が
、
２
つ
の
鈎
の
か
か

り
具
合
で
勝
敗
が
一
気
に
決
ま
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
駆
け
引
き
だ
け
で

20
分
〜
30
分
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
鈎
が
か
か
る
と
一
斉
に
引
き
合

い
が
始
ま
り
、
3
回
勝
負
で
先
に
２

勝
し
た
地
区
が
そ
の
年
豊
作
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
の
人
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
鈎
を
引
い

た
り
、
鈎
の
枝
を
持
ち
帰
る
と
一
年

間
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

高
隈
地
区
は
昨
年
、
台
風
16
号
に

よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、

今
年
の
鈎
引
き
祭
に
か
け
る
地
元
住

民
の
思
い
は
例
年
以
上
に
強
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
2
月
19
日（
日
）
に

は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
祭
り
の
熱
気
と
住
民
の
復
興

に
か
け
る
パ
ワ
ー
を
感
じ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。」

　

高
隈
地
区
に
春
を
告
げ
る
伝
統
行

事「
鈎
引
き
祭
」。
こ
の
祭
り
は
五

穀
豊
穣
や
林
業
の
発
展
を
願
っ
て
毎

年
2
月
の
第
3
日
曜
日
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は「
高
隈
中
津
神
社

鈎
引
き
祭
伝
承
保
存
会
」
会
長
の
湯

地
定
敏
さ
ん
に
ご
案
内
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
こ
の
祭
り
は
、
鈎
股
状
の
雄お
か
ぎ鈎

に
二
股
状
の
雌め

か
ぎ鈎

を
絡
ま
せ
て
、
上

高
隈
と
下
高
隈
に
分
か
れ
て
綱
引

き
の
よ
う
に
引
き
合
う
も
の
で
、

３
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
市

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ昭和 46 年の鈎引き祭の様子
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市内各小・中学校標準服取扱店

小学生・中学生制服の

お早めにご来店ください。

㈲池之上百貨店  鹿屋市向江町８-３ ☎ 42-2191　　0120-80-7777
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新中学生制服採寸受付中!新中学生制服採寸受付中!

採寸特価セール実施中!!

正社員・パート募集正社員・パート募集

株式会社

東洋食品 鹿屋支店 
鹿屋市大手町９-１ マルイビル２Ｆ

℡0994-45-5175

勤務先 鹿屋市立南部学校給食センター（横山町）

Ａ月給　150,000 円～ 220,000 円　Ｂ日給　6,000 円～ 7,000 円
Ｃ・Ｄ・Ｅ時給　740 円～ 800 円給  与

Ａ調理師、栄養士免許必須　Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ未経験者　大歓迎資  格

Ａ調理社員　Ｂ調理社員（日給）　Ｃ調理パート
Ｄ調理配送パート　Ｅ洗浄パート

業務内容

Ａ７：30～ 16：30　
Ｂ７：30 ～ 16：30、８：00 ～ 16：00、８：30 ～ 16：30（要相談）
Ｃ８：00～ 12：00、９：00 ～ 12：00、８：30 ～ 15：30（要相談）
Ｄ８：30～ 15：30
Ｅ９：00 ～ 12：00、13：30 ～ 16：00（要相談）

勤務時間

〒893-0132 鹿児島県鹿屋市下高隈町6000-7（きもつき苑手前）
（有）池田大仏堂グループ

ペット葬祭・霊園

むーみん
夢眠

http://kanoya-pet.com/

お気軽にお問合せください。
広告枠数は限りがあり申込み順での掲載となります。掲載ができない場合は予めご了承ください。

株式会社 綜合印刷〒893-0061 鹿児島県鹿屋市上谷町4-6  
E-mail:info@kanoyasogo.co.jp

TEL（0994）43-2093　FAX（0994）44-3737 かのや綜合印刷 検 索

●平成29年度
　ごみ分別収集カレンダー
●平成29年度
　ゴミ分別一覧表
●平成29年度
　ごみ・資源物の正しい出し方 平成28年度鹿屋市発行

※鹿屋市広告事業表示基準に適合しない広告
　は掲載できません。予めご了承ください。

平
成
29年

１
月
13日

発
行
　
№
265　

（
通
常
版
13日
・
お
知
ら
せ
版
28日

発
行
）

発
行
／
鹿
屋
市
　
編
集
／
市
長
公
室
政
策
推
進
課

広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市政策推進課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
☎

K
A

N
O

Y
A

 C
IT

Y
 P

U
B

L
IC

 R
E

L
A

T
IO

N
S  

Jan
u
ar

y
20

17

1N
o
.26

5

鹿
屋
市
役
所
　
　
鹿
屋
市
共
栄
町
20
番
1
号
　
　
☎
0994-43-2111

吾
平
総
合
支
所
　
吾
平
町
麓
3317

番
地
　
　
　
　
☎
0994-58-7111

輝
北
総
合
支
所
　
輝
北
町
上
百
引
3914

番
地
　
　
☎
099-486-1111

串
良
総
合
支
所
　
串
良
町
岡
崎
2081

番
地
　
　
　
☎
0994-63-3111


